
日時

会場

平成 27 年度  茨城大学人文学部 PBL 授業
プロジェクト実習

活動報告会
今年度は　 PBL(Project Based Learning) 授業「プロジェクト実習」は今年で四年目

　です。学生はそもそもこの授業から何を学ぶのか。原点に立ち返り、大学
　のすべての授業に共通する永遠の課題を自問自答しながら、「プロジェクト
　実習」の進化・深化を目指します。

さとみ・あいチーム

地域連携・地域貢献

異文化交流プロジェクトチーム

こみっとフェスティバルチーム

国際交流・異文化理解

ＰＢＬ型インターンシップ

 IU＋IC×NTT コムプロジェクトチーム

先進地実地研修報告

 パネルディスカッション「PBL 授業の設計と運用をめぐって」

主催　茨城大学人文学部 ( 市民共創教育研究センター )
共催　茨城キリスト教大学 / 常磐大学 / 常陸太田市 /
　　　茨城大学大学教育センター
後援　茨城大学人文学部後援会／泉町二丁目商店街振興組合

              ( 水戸市 )
活動報告会に関するお問い合わせは

茨城大学人文学部 10番教室

13:00－16:10（12:30 受付開始）
( 土 )日月1212

平成27年

☎029-228-8139 または
E メール daigo.kanda.8139@vc.ibaraki.ac.jp 神田大吾まで

担 当 教 員 よ り

公共交通チーム

※当日、会場前廊下にて各チームの活動報告パネル・成果物等の
展示を行います。あわせてご覧戴ければ幸いです。



1 開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             

佐藤和夫（大学教育センター長・学長特別補佐）

2 ４年目を迎えたプロジェクト実習・質保証に向けた改善への取り組み           

13:00－13:05

 13:05－13:20

鈴木敦（大学教育センターキャリア教育部長・プロジェクト実習担当教員）

3 活動報告    13:20－14:40

(1) 発表方法の説明　　　　　　　　　　　
　井澤耕一（プロジェクト実習担当教員）
(2) さとみ・あいチーム　　　　　　　　　
(3) 異文化交流プロジェクトチーム　　　　
(4) こみっとフェスティバルチーム　　　　　　　　　　
(5) 公共交通チーム　　　　　　　　　　　
(6)IU＋IC×NTT コムプロジェクトチーム　　　　　　

休憩4 14:40－14:50

先進地実地研修報告5 14:50－15:05

(1) 概要説明
　鈴木敦　　　　　　　　　　 　　　　　  
(2) 社会人基礎力育成グランプリ 2016 関東地区大会から学んだこと　　　　　　　　　　  
　参加学生

6 「プロジェクト実習Ｂ」「初年次 PBL 試行」現地報告会開催のお知らせ  15:05－15:10

鈴木敦

7 パネルディスカッション「PBL 授業の設計と運用をめぐって」 15:10－16:05

宮本紘太郎（泉町二丁目商店街振興組合）
須藤文彦（水戸市市長公室交通政策課長）
上野尚美（茨城キリスト教大学文学部長）

澁谷浩一（人文学部副学部長・教育改革推進委員会委員長）
プロジェクト実習履修生
　コーディネーター：鈴木敦
　8 閉会挨拶 16:05－16:10

佐川泰弘（人文学部長）
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日時

会場

平成 27年
12 12月 日(土 )
13:00－16:10

茨城大学人文学部 10番教室
水戸キャンパス
JR 水戸駅 ( 北口 ) バスターミナル 7 番乗り
場から茨城交通バス「茨大行 ( 栄町経由 )」
に乗車、「茨大前営業所」で下車。バス乗車
時間は約 30 分。
茨城交通 HP▶ www.ibako.co.jp

お問い合わせは

（12:30 受付開始）

029-228-8139または
E メール
茨城大学 神田大吾まで

daigo.kanda.8139@vc.ibaraki.ac.jp



４年目を迎えたプロジェクト実習�

茨城大学・大学教育センター 
副センター長（キャリア教育部長） 
人文学部プロジェクト実習担当教員 

鈴木　敦 
atsushi.suzuki.8115@vc.ibaraki.ac.jp�

質保証に向けた 
改善への取り組み�

1�

プロジェクト実習の背景(1)

就職力と就業力�

就職力： 
　面接対策などの、就職試験突破のための力 

就業力： 
　就職活動時だけでなく、 
　就職後も活躍して行ける 
　ための種々の能力の総体 
�

 

2�

プロジェクト実習の背景(2) 

「根力(ねぢから)」とは�

大学生が卒業時に 

身につけているべき就業力

経産省｢社会人基礎力｣をベースに 
｢根力の構成要素｣を選定 

�
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プロジェクト実習の背景(3) 
根力の構成要素�

4�

プロジェクト実習の背景(4) 
プロジェクト実習の位置�

5�

根力（ねぢから）育成プログラム各期の全学目標
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②ステップアップ
科目群

根力強化
プログラム

  根⼒養成プログラム：
学生の自発的学びを後押しし、

		社会で活躍するための基盤となる能力
			＝根力を育成するための土台を築く

①フレッシュマンゼミナール：
高校生から大学生へ

②ステップアップ科⽬群：
自らの方向性を確認して
	次の段階へ

根⼒強化プログラム：
座学と実地体験を通じて

社会人として要求される能力を
理解・養成する

根⼒実践プログラム：
実際の活動を通じて、これまで
培ってきた力を確認し、

不足点を自覚して、自らを高めて行く
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第
三
段
階

4年 根力実践プログラム

第
一
段
階

1年
根力養成プログラム

①フレッシュマンゼミナール

プロジェクト実習 
2015年度の構成�
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プロジェクト実習

A
プロジェクト実習

B
プロジェクト実習

C
プロジェクト実習

D

段階
対象
学年

根⼒強化
プログラム ２-４年

プロジェクト
実習A

スタッフ編

プロジェクト
実習B

スタッフ編

プロジェクト
実習C

スタッフ編

プロジェクト
実習D

スタッフ編

３-４年
プロジェクト
実習A

リーダー編

プロジェクト
実習B

リーダー編

プロジェクト
実習C

リーダー編

プロジェクト
実習D

リーダー編

４年
プロジェクト
実習A

メンター編

プロジェクト
実習B

メンター編

プロジェクト
実習C

メンター編

プロジェクト
実習D

メンター編

根⼒実践
プログラム

授業科目名

テーマ
PBL型

インターンシップ
国際交流
異⽂化理解

地域連携
地域貢献総 合

＊2015年度はプロジェクト実習Ａ相当のチームは無し�
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ＰＢＬ授業の特色と 
担当教員のスタンス�

１．Project Based Learning (課題解決学習) 
アクティブラーニング(能動的学習)の一種 
学生がプロジェクトに取り組むことを通じて
自発的に学ぶ 

２．担当教員のスタンス 
　｢学習環境提供者｣｢相談相手｣＝勘所は｢我慢｣ 
　 ｢わかっちゃいるけどやめられない｣との戦い・葛藤�

　　→｢教育の場では許されること｣と 
　　　｢社会では許されないこと｣との見極め（匙加減）�

� 7�

ＰＢＬ授業 
プロジェクト実習の特色�

１．茨城大学就業力育成プログラムの中核 
２．プロジェクト＋追加アイテム 
３．２年生～４年生向け 
４．他大学からの受講、大歓迎 
　　→大学・学部・学年の異なるメンバーで 
　　　チーム(5人～9人)活動 
５．通年２単位 
　　→「単位集め」には不向き 
　　→「外」との繋がり＝責任感が必要 

8�

＊学生向けガイダンス用スライド�

プロジェクトの 
提案・選択は自由！�

１．昨年度の履修者が提案した 
　　継続プロジェクトに参加する 
２．学外から提案された 
　　プロジェクトに参加する 
３．自分でやりたいプロジェクトを提案して 
　　メンバー（＝自分を含めて最低５人）を 
　　集める 

どれでもOK！�
9�

＊学生向けガイダンス用スライド�

活動予算について�

１．１チーム当たりMAX４万円を配分 
　→｢使い切る｣必要なし。節約に努めて下さい 
　→使途によっては制限あり。 

２．不足分は､チームごとに自前で調達 
　→｢学内・学外の、この種の活動に対する 
　　  補助金に応募する｣ 
　　｢連携相手と交渉する｣ 
　　｢学園祭出店等で稼ぐ｣　　　　　等々�

　　→｢計画遂行の為の予算調達｣自体が 
　　　根力育成のトレーニング！�

10�

＊学生向けガイダンス用スライド�

参加姿勢の考え方(1) 

11�

｢自分が動かなければ回らない｣
　・チームは5人以上9人以下 
　・誰もが何らかの役割分担 
　・｢自分の頭で考える｣｢報・連・相｣を 
　　怠れば､チームは勿論 
　　｢学外の協力者の皆さん｣に迷惑 

｢学生だから｣では許されない 
＝社会人を疑似体験�

＊学生向けガイダンス用スライド�

参加姿勢の考え方(2) 

12�

｢やむを得ない欠席は必ず生じる｣ 
・単位付与の規定時間を自ずと越える活動計画 
　→正当な理由があり､チーム・学外協力者・ 
　　担当教員にきちんと報告した上での 
　　＜やむを得ない欠席＞を一定程度保証 

将来、必要な休暇も取りながら､支障な
く職務をこなしていくトレーニング 

｢欠席は罪｣　　　　 

＊学生向けガイダンス用スライド�
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プロジェクト実習の勘所(1)�

＊プロジェクト貫徹！万歳！！ 
　･･･だけ？ 　　　　　だったら、 
サークルと何が違うの？ 

＊「教えて貰える」ことは 

何もない！ 
13�

＊学生向けガイダンス用スライド�

プロジェクト実習の勘所(2)�

だから！ 
 

１．プロジェクト貫徹から何を学ぶの？ 
　｢自分にとっての学び｣を､明確に設定！ 
 

２．ＰＪ実習に取組む自分の姿勢･思考･ 
　行動は、自ら設定した｢学び｣の達成に 
　叶ったものか？ 
　　常に検討→｢明日の活動｣に反映 
 

３．自分で学ぶ・周りから「盗む」 
14�

＊学生向けガイダンス用スライド�

2012～2014 
プロジェクト実習の大まかな流れ�

4月～5月： 
　　ガイダンス→前年度チーム代表による活動紹介→ 
　　プロジェクト提案→チーム結成→チーム別活動→構想発表会 
 

6月～前期末： 
　　チーム別活動→中間報告会 
 

夏期休暇～後期初頭： 
　　チーム別活動→中間報告会 
 

11月ごろ（チームにより変動あり。概して学園祭時期） 
　　チーム別活動→ピークとなる活動・催事 
 

11月後半～１月末： 
　　チーム別活動→先進地実地研修(2013～)→活動報告会 

1月末～年度末： 
　　リフレクション→報告書作成�

適宜､追加アイテムを挿入 
(朝日新聞講座･PROGテスト等) 

15�

「オトナ会議」�
｢オトナ会議｣とは？ 
・2013年以降、年数回・不定期開催の 
　プロジェクト実習に学外から課題をご提案下さった 
　水戸市内に所在する官庁・企業の皆様と 
　プロジェクト実習担当教員による 
　プロジェクト実習の設計･運営に関する意見交換の場 
　　＊距離を超えた拡大も模索中(2014年12月7日オトナ合宿in里美) 
 

中核メンバーは？ 
・泉町二丁目商店街振興組合　　：宮本様 
・水戸市役所　　　　　　　　　：須藤様・鬼沢様・田治様 
・ＪＴＢ関東　法人営業水戸支店：西島様 
 

ご支援、ありがとうございます！　<(_ _)> 
16�

オトナ会議の分析 

開講後３年を過ぎて�
教員 
・PBL技法自体を学びながらの授業運営 
・予算確保、学外協力者の開拓･調整 
・授業＝学内を前提とした諸規則の壁との戦い　等々 
 

学生 
・｢先輩｣が殆どor全くいない中での取り組み 
・学外の方々は勿論、担当教員との｢未知の間合い｣ 
・プロジェクトに対する責任感とオーバーワーク 

17�

プロジェクト遂行自体が目的化していなかったか？ 

プロジェクトを通しての｢学び｣こそが目的だった筈！ 

授業の質保証 

 

二つの局面�

１．授業の設計と運用 

２．リフレクションと 
　　成績評価 

18�
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１への対策�

これが必要！(1) 履修目的の明確化 
・自己の現状分析：｢根力構成要素ルーブリック｣記入 
　　　　　　　　　マインドマップ作成＆学生間意見交換 
・取組対象の研究：ＰＪ提案者との直接面談(質問票作成) 

・選択理由成文化：取組希望ＰＪとその理由 
・履修目的明確化：｢個人の達成目標ルーブリック｣作成 
 

これが必要！(2) 課題発見技法の実践学習 
・役割の自覚　　：事例シナリオ学習 
・課題発見技法(1)：ブレインストーミングとＫＪ法ＡＬ 

・課題発見技法(2)：ＢＳとＫＪでチーム活動構想立案 

　→2015年度プロジェクト実習冒頭に組み込み 
 19�

2015 
プロジェクト実習の大まかな流れ�

4月～6月前半： 
ガイダンス→根力Ｒ→前年度代表チームによる活動紹介→マイ
ンドマップ→プロジェクト提案→直接面談→希望理由書→目標
Ｒ→チーム結成→事例シナリオ→ＢＳとＫＪ法のＡＬ→チーム
別活動(BSとKJ法で構想立案)→構想発表会 

 

6月後半～前期末： 
　　チーム別活動→中間報告会 
 

夏期休暇～後期初頭： 
　　チーム別活動→中間報告会 
 

11月ごろ（チームにより変動あり。概して学園祭時期） 
　　チーム別活動→ピークとなる活動・催事 
 

11月後半～12月前半： 
　　チーム別活動･先進地実地研修→活動報告会(約50日繰り上げ) 

12月後半～年度末： 
　　リフレクション→報告書作成�

追加アイテムも 
適宜差し替え 

20�

主な追加教材 
－お手元の資料をご覧下さい－�

１．根力の構成要素ルーブリック 
２．マインドマップ解説書 
３．個人の達成目標ルーブリック 
４．事例シナリオと課題(雛形) 
５．BS(ブレインストーミング)と 
　　KJ法解説 

21�

中断したアイテム 
－お手元の資料をご覧下さい－�

１．朝日新聞講座(原因は主に日程) 
出張講座→活動紹介文作成→ 
朝日新聞講師による添削→ 
ポスターセッション 

２．PROGテスト(原因は主に予算) 
｢コンピテンシーを測る｣テスト 
データは継続的に蓄積されてこそ 
将来の財産になるのだが… 

22�
来年度以降の復活はなるか？ 

2015年度 
授業の設計と運用�

改善の試み�

23�

さて、効果の程は？�
鈴木　敦 

atsushi.suzuki.8115@vc.ibaraki.ac.jp�

ご清聴 

 

ありがとうございました�

24�
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4 3 2 1

読み
文章読解能力
論理的思考力
分析力

難解で長大な文章でも、論旨を的確に捉
えることができる。筆者の主張を論理的に
理解・分析し、自らの見解を組み立てるこ
とができる

比較的平易で短い文章であれば、論旨を
的確に捉えることができる。筆者の主張を
理解・分析し、自らの見解を組み立てるこ
とができる

比較的平易で短い文章であれば、ほぼ最
後まで読み通し、筆者の主張をある程度
までなら理解・分析することができる

比較的平易で短い文章であっても、最後
まで読み通すことができない。たとえ読み
通せても、筆者の主張を理解・分析するこ
とができない

書き
文章作成能力
論理的思考力
分析力

特定のテーマについて、論理的に思考・
分析することができ、必要な資料をルール
を踏まえて提示しつつ、4,000字以上の論
旨が明確な文章にまとめることができる

特定のテーマについて、論理的に思考・
分析することができ、必要な資料をある程
度ルールを踏まえて提示できる。4,000字
以上の文章を書いた経験は無い

特定のテーマについて、短い文章を書くこ
とができる。論理的な思考・分析や、必要
な資料をルールを踏まえて提示することに
は難がある

｢つぶやき｣的に短い文章を書くことはでき
るが、論理的な思考や分析を提示すること
はできない

ソロ
バン

基本的な
IT能力

基本的なソフトの操作法やネット利用の
ルール等について、初心者に分かりやす
く説明することができる

基本的なソフトの操作法やネット利用の
ルール等について、基本的にマニュアル
無しで自力で対応できる

基本的なソフトの操作法やネット利用の
ルール等について、マニュアルを参照しな
がら自力で対応できる

基本的なソフトの操作法やネット利用の
ルール等について、自力では対応できな
い

話す
説明能力
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

公の場で、相手の理解度や受け止め方を
読み取りながら、説得力のある説明・魅力
的なプレゼンができる。質問や批判をコ
ミュニケーションの機会と受け止めることが
できる

公の場で、論理的な説明やプレゼンがで
きる。アイコンタクト等、聞き手とのコミュニ
ケーションに難があり、質問や批判には思
わず身構える

フランクな場では、論理的な説明やプレゼ
ンができる。アイコンタクト等、聞き手とのコ
ミュニケーションもとれ、質問にも平静心で
答えられる

親しい人たちとの気楽な会話・コミュニ
ケーションはできるが、第三者への論理的
な説明やプレゼンはできない

生活
力

自立した生活を
実践できる力

起床・食事・登校・各種活動から就寝ま
で、健康的で安定したペースで送ることが
できる。社会生活に必要な諸手続を、確
実にこなすことができる

起床・食事・登校・各種活動から就寝まで
のペースが乱れがちである。社会生活に
必要な諸手続を、確実にこなせない（うっ
かり忘れる）ことがある

起床・食事・登校・各種活動から就寝まで
のペースがしばしば乱れる。社会生活に
必要な諸手続を、確実にこなせないことが
多い

起床・食事・登校・各種活動から就寝ま
で、健康的で安定したペースで送ることが
できない。社会生活に必要な諸手続を、
確実にこなすことができない

人間
関係
構築
力

生活を送る上で
必要な、人間
関係を円滑に
するための力

差別的物言いや不正な対応をしない等の
基本ルール、並びに挨拶や場に応じた言
葉遣い・態度がとれる等の基本マナーを、
常々確実に遵守できる

差別的物言いや不正な対応をしない等の
基本ルール、並びに挨拶や場に応じた言
葉遣い・態度がとれる等の基本マナーを、
時に違えることがある

差別的物言いや不正な対応をしない等の
基本ルール、並びに挨拶や場に応じた言
葉遣い・態度がとれる等の基本マナーを、
しばしば遵守できない

差別的物言いや不正な対応をしない等の
基本ルール、並びに挨拶や場に応じた言
葉遣い・態度がとれる等の基本マナーを、
遵守できない

情報
収集
力

生活を送る上で
必要な情報の
ありかや、入手
方法を把握する力

書籍を含む各種メディアや人脈等を広汎
かつ有効に活用して、情報の入手方法を
的確に把握し、必要な情報を確実に入手
できる

情報のありかも情報を入手するための新
たなルートの開拓方法も把握している。し
かし各種メディアの活用や人脈等が不十
分で確実性に難がある

生活を送る上で必要な情報のありかはあ
る程度把握している。しかし情報を入手す
るための新たなルートを開拓する方法は
分からない

生活を送る上で必要な情報のありかが分
からない。どうすれば情報を入手できるか
も分からない

主体
性

物事に進んで
取り組む力

物事を自分の問題として受け止め、指示
や命令・切迫した必要などが無くても、自
らの定見・計画に基づき、自主的に判断し
て取り組むことができる

明確な義務を伴う事案については、責任
感から率先して取り組むことができる

自らの利害や、興味関心が強い事柄につ
いては、自主的に取り組むことができる

指示や命令・切迫した必要があっても、で
きるだけ他人の後に付いていくことを考
え、積極的に取り組むことができない

働き
かけ
力

他人に働きかけ
巻き込む力

立場の異なる人や初対面の人にも、課題
について説得力のある説明をし、協力を
促すことができる。また、自分の意見に固
執せず全体を纏めることができる

学生同士など、立場の近い人に対して
は、さほど親しくなくとも課題を分かりやす
く説明し、協力を促すことができる。また他
のメンバーへの気配りもできる

親しい友人に対しては、課題について説
明し、協力を促すことができる

第三者に対して課題を説明し、協力を促
すことができない。或いは、協力は促せる
が発言の独り占め・攻撃的言動等で協力
者の意欲を阻喪させがちである

実行
力

目的を設定し
確実に行動する力

明確な目的を設定し、自分の能力や客観
的な諸条件を的確に踏まえた計画を立
て、迅速かつ粘り強く行動していくことがで
きる

目的を設定し迅速に行動していくことがで
きるが、計画性に難があり、迷走することも
ある

目的を設定し、行動して行くことができる
が、迅速さや粘り強さに難があり、所期の
目的を達成できないこともままある

目的を設定できない。あるいは設定しても
その達成に向けて確実に行動することが
できない

対応
力

物事に流されず
疑問に思い
主体的に
対応する力

賛同者の多寡・声の大小に拘わらず、客
観性や自らの定見に照らして疑問がある
事柄には、関係情報を検討・確認した上
で主体的に対応する

賛同者の多寡・声の大小に拘わらず、自
分の意見に合わないものであれば反対の
意思表示をすることができる

賛同者の多い意見や、｢声の大きい｣意見
に疑問を感じることもあるが、敢えて主張
することはしない

賛同者の多い意見や、｢声の大きい｣意見
には、疑問を抱かず従ってしまいがちであ
る

課題
発見
能力

現状を分析し
目的や課題を
明らかにする力

現状を分析し、背景や原因を追及した上
で、事態を解決・改善するためには何が必
要かを把握し、明確に言語化して第三者
にも提示できる

現状を分析し、背景や原因を追及した上
で、事態を解決・改善するためには何が必
要かを把握できるが、明確に言語化するこ
とができない

現状を分析し、背景や原因を追及すること
はできるが、事態を解決・改善するために
は何が必要かを把握することができない

現状を、漠然とした諸事象の集合としてし
か認識できず、分析や課題発見ができな
い

計画
力

課題の解決に
向けたプロセスを
明らかにし
準備する力

解決の為のプロセス案を複数用意でき、
最善の物を選んで解決までの具体的手
順・作業内容・時間配分等を、チーム活動
のレベルで構築できる

解決の為のプロセスを立案し、解決までの
具体的手順・作業内容・時間配分等を、
個人活動のレベルで構築できる

解決の為のプロセスを立案し、解決までの
道筋を構想できる

解決の為のプロセスを立案することができ
ない。或いは、立案はできるが解決までの
道筋を構想できない

想像
力

課題が抱える影響
課題解決方法の
影響等、ものごとを
イメージする力

課題自体や解決に向けた取り組みがもた
らす影響といった｢目に見えない物｣につ
いて明確なイメージを持ち、その得失を念
頭に的確な対応ができる

｢目に見えない物｣をイメージでき、その得
失を念頭に対応を考えるが、イメージの多
様性と明確さに難があり、的確な対応策を
描けない

｢目に見えない物｣をイメージし、その得失
を念頭に対応を考える必要性は認識して
いるが、明確なイメージを描けない

課題自体や解決に向けた取り組みの影響
といった｢目に見えない物｣についてイメー
ジすることができない。またイメージする必
要性を自覚しない

課題
解決
能力

課題の本質を
捉え、適切な
解決に導く力

課題の本質を捉え、解決のための勘所を
明確にした上で、具体的な取り組みに必
要な条件を整えて確実に解決に導くこと
ができる

課題の本質を捉えることができ、解決のた
めの勘所を明確にできるが、具体的な取り
組みに必要な諸条件の整備に難があり、
失敗も多い

情報を客観的に分析して課題の本質を捉
えることができるが、解決のための勘所を
捉えることができず、適切な解決に導くこと
ができない

周辺情報や個人的利害・感情等に囚われ
て、課題の本質を捉えることができず、課
題解決に取り組めない

発信
力

自分の意見を
わかりやすく
伝える力

自分の意見を、相手の立場や前提となる
知識・文化的背景の違い等も視野に入れ
て整理し、分かりやすく説得力のある内
容・話法で伝えることができる

自分の意見を論理的に整理し、知識・文
化の共有が乏しい相手に対しても、明確
な内容・話法で伝えることができる

自分の意見を、家族や友人等、基盤とな
る知識・文化を共有する相手に対しては、
その共通性に依拠しつつ分かりやすい内
容・話法で伝えることができる

自分の意見を整理し、分かりやすい内容・
話法で伝えることができない

傾聴
力

相手の意見を
丁寧に聴く力

話者が話しやすい環境を作り、適切なタイ
ミング・内容の質問等で話者の意図を更
に引き出しつつ、最後まで集中力を切らさ
ずに聴くことができる

話者が話しやすい環境を作り、、最後まで
集中力を持って聴くことで、話の筋を正確
に把握できる

一見最後まできちんと聴いているが、集中
力が続かず、話の筋を正確に把握できな
い

目を逸らしたり話の腰を折ったりして、話
者にとって話しにくい条件を作ったり、注
意力を切らして最後まできちんと聴くことが
できない

柔軟
性

意見の違いや
立場の違いを
理解する力

相手の意見・立場になって考え、｢違う｣こ
とを前提に、相手を理解することができる。
自分の意見に固執せずアドバイスを進ん
で受け入れられる

自分と異なる意見・立場があることを認識
でき、アドバイスも素直に受け入れることが
できる

自分と異なる意見・立場への違和感が強
く、アドバイスを受け入れることにも抵抗感
が強い

自分と異なる意見・立場が存在することを
許容できない。アドバイスを攻撃と受け止
め、受け入れることができない

状況
把握
力

自分と周囲の
人々や物事との
関係性を
理解する力

組織における自分の責務を正確に認識
し、自分の意思や言動が相手にどう影響
するかを考慮しつつ、組織全体を視野に
臨機応変な対応ができる

組織における自分の責務を正確に認識
し、組織全体を視野に入れて行動してい
るが、相手への影響を気にしすぎて臨機
応変な対応ができない

｢組織の構成員としての自分｣という意識は
あるが、自分の意思や言動が相手にどう
影響するかという意識に乏しく、臨機応変
な対応ができない

｢組織の構成員としての自分｣という意識が
無く、物事を自分中心にしか考えられない
ため、臨機応変な対応ができない

規律
性

社会のルールや
人との約束を
守る力

法令や規則は勿論、チーム内での取り決
め等についても、決められたことは不本意
でも遵守する。高い倫理観を持ち、自ら公
平公正に努める

法令・規則・チーム内の取り決め等、明確
に決められたことには従うが、公平公正
等、本人の倫理観に拠る事柄への意識は
高いとは言えない

罰則を伴う法令や規則等は遵守するが、
チーム内の取り決め等は軽視する。公平
公正への意識が低く、往々にして我田引
水に陥る

時間厳守等、社会常識レベルの取り決め
も遵守できない。公平公正への意識が低
く、しばしば我田引水に陥る

ｽﾄﾚｽ
ｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ
力

ストレスの
発生源に
対応する力

ストレスを感じても成長の機会と前向きに
捉え、平静心で冷静な判断を下しつつ課
題を遂行できる。また、気晴らしの方法を
持っている

ストレスを感じても平静心で冷静な判断を
下しつつ課題を遂行できる。しかし前向き
に捉えたり気晴らしをすることはできず、不
満を蓄積させる

ストレスを感じても投げ出さず、概ね適切
に判断し課題を遂行できる。しかし気晴ら
しの方法もなく、終始イライラして攻撃的に
なる

ストレスを感じると、適切な判断や課題遂
行ができなくなる。気晴らしの方法もない
ため、終始イライラして攻撃的になる

根力の構成要素
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事例シナリオ学習の運用と教材の作成	

事例シナリオを用いた授業は、プロジェクト実習Ａ～Ｄの履修学生が一堂に会し、「事例シナリオ」

を読んで、「事例シナリオ課題１～４」（以下に収載）に取り組み、最終的に「履修者全員としての答案」

を作成するという内容です。	

具体的な授業は、以下の手順で進めます。	

(1)教員側は、プロジェクト実習Ａ～Ｄそれぞれに合わせて４種類のシナリオ（＝「事例シナリオＡ」

「同Ｂ」「同Ｃ」「同Ｄ」と、Ａ～Ｄに共通の「事例シナリオ課題」を１種類準備する	

(2)学生は、自らの履修するカテゴリのシナリオを選択する	

(3)その上で「事例シナリオ課題」への「個人としての解答」を作成する	

(4)(3)を、プロジェクト実習Ａ～Ｄのカテゴリごとにグループを組んで議論し、「グループとしての解

答」を作成する	

(6)その上で、プロジェクト実習Ａ～Ｄのカテゴリを越えて、それぞれの「グループとしての解答」を

共有・議論し	

(7)最終的に、「プロジェクト実習履修者全体としての解答」を作成・共有する	

意図する所は	

(1)プロジェクト実習履修者がこれから遭遇するであろう状況を、デフォルメされたキャラクターで構

成されたシナリオで疑似体験させ	

(2)チームメンバーそれぞれの個性を分析し	

(3)チーム活動において、個性を異にするメンバーそれぞれの「あるべき姿」を考えさせ・議論させ	

(4)議論の結果と自らの姿を対比させることで、今後、現実の活動の中で自らが採るべき行動・言動に

ついて「あるべき姿」を自覚させる	

所にあります。	

このため、教員が準備する４種類の事例シナリオには	

(1)	シナリオ中で示される具体的な問題状況は、プロジェクト実習Ａ～Ｄそれぞれの状況を踏まえた・

履修者にとって実感が持てる内容である	

ことが必要であると同時に	

	(2)登場人物のキャラクターや、発生する問題が統一的に定義されている	

ことが必要となります。	

以上のことから、今年度の「事例シナリオ」は	

(1)学生Ａ～Ｄ並びに課題提案者Ｚ氏のキャラクターを設定し、「プロジェクト実習Ｂ（地域連携・地域

貢献）」で想定される問題状況を念頭に、「事例シナリオＢ」（次頁に収載）を作成し	

(2)事例シナリオＢを雛形とし、「プロジェクト実習Ａ（総合）」「同Ｃ（国際交流異文化理解）」「同Ｄ（PBL

型インターンシップ）」それぞれで想定される問題状況を念頭に、「事例シナリオＡ」「同Ｃ」「同Ｄ」

を作成する	

という手順で作成しています。	
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事例シナリオＢ	

「奥山カボチャのブランド化」	

＊Ｚさん：生産者代表。過疎・高齢化に悩む、奥山村青年団長・55歳。現状への危機感と奥山カボチ
ャを活用した改善策への意欲はあるが、現時点では「願望」レベルに留まっており、独自の

「情報収集」「分析」「課題設定」「企画」はない。

Ｚ：奥山カボチャは、奥山村の在来種でとてもおいしいカボチャです。これをブランド化して村の活性

化に繋げたい。いいプランを考えてください。

Ａ：地味～。それに俺、カボチャ嫌いなんだよなー。

Ｂ：村おこしにご当地産品か。よくあるパターンだな。

Ｃ：ジェラートとかぁ～コロッケとかぁ～・・・お酒にはできないのかな？かわいいゆるキャラ作りた

ーい❤。

Ｄ：よし、じゃぁさっそくゆるキャラのデザインを描いてみよう！

Ａ：だりぃ～。カボチャ臭ぇ酒なんて飲みたかねぇ～。

Ｃ：かわいいゆるキャラの着ぐるみでぇ～、ジェラート売ったらぁ～、きっと女の子に人気が出るよぉ

～。おしゃれなお店でぇ～、イケメンのソムリエさんがいてぇ～、ゆるキャラのコスプレでぇ～、

カボチャワインをテイスティングなんかしてくれてぇ～❤

Ａ：それって、おもいっきしシュールじゃね？

Ｂ：そもそも「奥山カボチャ」って何なんだ？在来種でおいしいって言われたって、見たこともないし。

それに「村おこし」って言ったって、実際の所は何も知らないし。

Ｄ：早速ググろう！え～と、まずは「奥山」「カボチャ」「在来種」っとぉ！

Ａ：そんな検索じゃ、欲しい情報なんて出てこねぇんじゃね？俺やるわぁ。かしてみ。

Ｃ：じゃあ私、カボチャプリンの試作してみるね～❤

Ｂ：いや、そうじゃなくて！一口にブランド化って言っても色々なんだから、まずはゴールの具体像を

考えなきゃ。そうだ、Ｚさんはどういう基本戦略をお考えなんですか？

Ｚ：いや、なんにも。奥山カボチャが高く売れて、奥山村が有名になったらえぇなぁ・・・

Ｂ：ご当地産品で村おこしって、いろいろ先行事例もありますよね。うまくいってないケースも多いん

じゃないですか？その辺は・・・

Ｚ：いやぁ～・・・わがんね。

Ａ：調べたの、ここ置いとくぜー。俺、バイトあっから先帰るわぁー。

Ｄ：こらっ、待てぇ！みんなで協力して取り組めって言われてっだろ！

Ａ：バ～イ

Ｂ：へー、短時間でよくここまで調べたな。まずはこれで情報共有から始めようか？

Ｄ：よし、Ｂ。お前リーダーやれ。ほら、あるだろ。プレーンストーブとか何とか言うの。

Ｂ：ブレインストーミング！でも僕は知的分析者だ。リーダーなんて勘弁してくれ。

Ｄ：くぉらぁ！口先だけかぁっ！！
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事例シナリオ課題	

(1)課題１・３・４は、課題文の直下に記入して下さい。必要に応じて行を追加して下さい。 

(2)課題３は、シナリオに赤字で直接書き加えて下さい。 

(3)5/28・13:00 までに、レナンディ「課題 02 事例シナリオ解答」に提出して下さい。 

(4)5/29 の授業に、プリントアウトを一部持参して下さい（「文字カウントの仕方」部分

は不要）。 

課題１ 

シナリオＡ～Ｄの中から、自分の所属カテゴリに相当するものを選び、登場人物Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの、

それぞれのキャラクター（「良い所」と「悪い所」の両方）を、下記の例を参考に＜ごく簡潔に＞記し

て下さい。 

＜例＞  

Ｘ：良い所：目配り・気配りが得意で名サポーター。 

悪い所：引っ込み思案で積極性に欠ける。 

 

 

 

課題２ 

あなたのキャラクターを念頭に「登場人物 E」を設定し、「自分だったら、多分無意識にこういう行

動・言動をとるだろう」（＝現状の自己分析）という内容を、このシナリオに３～４箇所、書き加えて

下さい。 

 →選択したシナリオの当該箇所に空白行を設け、赤字で書き込んで下さい。 

 →シナリオには、予め１頁当たり４～６行の余裕が設けてあります。文言を工夫して、できるだけ１

頁に収まるように記して下さい。 

 

課題３ 

あなたがこのチームの第５のメンバーで、かつリーダーに選出され（てしまっ）たとします。「奥山

カボチャのブランド化」という課題に、このチームを率いてどのように取り組んで行きますか？ 

→この下に、黒字で記入して下さい。長さは自由です。 

 

 

 

 

課題４ 

あなたが今後このチームの有力な戦力として課題に取り組んでいくためには、どういう風に行動して

いくべきか（＝行動目標）を、先に規定した「この授業で高めたい根力（ねぢから）構成要素」に即し

て、またあなたがチーム内で実際に担う役割（リーダー・サブリーダー・書記・会計・渉外・・・等）

を踏まえて、400 字程度にまとめて下さい。 

→この下に、黒字で記入して下さい。文字カウントの方法については、最終頁を参照して下さい。 
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文字カウントの仕方	

①カウントしたい部分を範囲指定する

②「校閲」のタグをクリックする

③「文字カウント」をクリックする

④範囲指定した部分の文字数が表示される

＊①で範囲指定を忘れると、「文書全体の文字数」がカウントされてしまいます。注意して下さい。

①	

②	

③	

④	
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ブレインストーミング（BS）と KJ 法の心得	

１：ＢＳはアイデア出し。	

難しいことは考えず、とにかく質より量で発言する。	

大脳はお休みさせて本能と感性の赴くままに「垂れ流す！」	

そのために

(1)質より量：一言でも多く発言する 

(2)自由奔放：他人の目を気にしない。変な見栄や遠慮は NG 

(3)尻馬推奨：他人の意見を踏まえて｢さらにこんなことも・・・｣というアイデアを出す 

(3)批判厳禁：BS はひたすらアイデアを出す場面。議論の場ではない。批判は(1)～(3)の

障害となり、BS全体の意義を損なうので厳禁！！ 

２：KJ 法は構想の取りまとめ。BS とは打って変わって大脳全開！	

第１ステップ：カードをばらばらに広げる。

第２ステップ：関連性のあるカードを重ね、見出をつける。

第３ステップ：第２ステップで作った小グループの見出を眺めながら、親近性のあるグ

ループをより大きなグループへとまとめていく。

第４ステップ：グループ間に論理的な関連性ができるよう大グループのカードの束を並

べ替える。→配置の意味する内容を、ストーリーのようにつないでしゃ

べれるようにする、のがコツ。

第５ステップ：大グループごとに、中身を検討。

第６ステップ：完成形を記録（写真等）

第７ステップ：記録を見ながら、すべてのグループのうちどれが重要／やりたいと思う

かを議論。（上位３～５件を選出する投票も有効）合意形成へ。
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KJ 法の手順	

（川喜田二郎『発想法』中公新書、1967 年；『続・発想法』中公新書、1970 年）	

第１ステップ：

まず、ＢＳ等の手法で作られたたくさんのカードをばらばらに広げてみます。

第２ステップ：

カードに記載された「１行見出し」を眺めながら、関連性のあるカードを重ねていきます。最後

に、それぞれのグループの内容を簡潔に表す見出し＝「表札」をつけて上に載せます。その上で、

それぞれのグループのカードを輪ゴムで束ねます。

＊第２ステップの作業では、以下の点に注意して下さい。

•１グループのカードは最初は数枚程度。はじめから大きくまとめようとしない。

•１枚のまま残る「一匹オオカミ」があってもかまわない。無理に他のグループと一緒にしない。

第３ステップ：

第２ステップで作った小グループの「表札」を眺めながら、互いに親近性のあるグループを中グ

ループにまとめます。この作業を何度かくりかえし、10 近くの大グループにまとまったらグルー
プ化作業は終了です。

	 大グループにも表札をつけますが、グループ分けがすべて終わってからというのでなく、カー

ド全体の３分の２程度がまとまってきたところで、グループ分け作業と並行して表札作りを進めて

下さい。

第４ステップ：

ここからいよいよ論理的整序の段階に入ります。グループ間に論理的な関連性ができるよう大グ

ループのカードの束を並べ替えます。「空間配置」と呼びます。配置の意味する内容を、ストーリー

のようにつないでしゃべれるようにする、というのがコツです。

第５ステップ：

空間配置ができたら、カード束の間隔を広げ、それぞれ１段下の段階までほぐしてみます。その

上で、もとのグループの範囲内で、ただし隣接する大グループ（およびその１段下の束）との親近

性に注意しながら中グループレベルの空間は一を行います。これでカードの作業は終了です。

第６ステップ：

カードで作った空間配置を別の紙に写し取るのが次のステップです。その際、上の図のように、

グループ間の関連の内容を示す記号を使って、空間配置の論理連絡が分かるようにします。たとえ

ば次のような記号を使います。

第７ステップ：

いよいよ最後のステップです。図を見ながら、すべてのグループのうちどれが重要と思うか、各

自最高５点から１点の順で点数をつけます（６番目以降は点数をつけない）。総得点が最も高い５

つのグループをゼミでのグループ研究のテーマとします。研究にあたっては、ＫＪ法によってえら

れた中テーマ等が主要な研究項目となるでしょうし、また図解の「因果連関」も重要な指針を与え

てくれるでしょう。
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さとみ・あい活動報告	
さとみ力伝え隊	

箭内淳美　山田真理子　南陽子　山口奈穂　山口未来	

泉美・ゆう	

大枝俊貴　鈴木透　助川実咲　小林希望	

全体統括	

井上紗希　千葉美香　星野由季菜 

プロジェクト実習B	

1	

全体目次	

 １、チーム概要

 ２、さとみ力伝え隊活動報告

 ３、泉美・ゆう活動報告

 ４、まとめ

2	

全体報告	

3	

大チーム　

さとみ・あい

小チーム　	
泉美・ゆう	

　　小チーム　	
さとみ力伝え隊	

水戸市泉町を	
中心に活動	

里美地区を
中心に活動	
	

チーム概要	
全体報告	

さとみ力伝え隊報告　目次	
１．活動の目的	
２．今年度の活動	

３．活動内容	
　　　・・・里川カボチャ収穫祭	
　　　・・・SNS広報	

４．反省点	

５．よかったこと、学んだこと

６．今後の展望	
	

4	

さとみ力伝え隊報告	

活動目標	

○学生視点で里美をPRす
る	

○里美を外の人に知って
もらう	

○里美との新たなつなが
りづくりのお手伝いをする	

○SNSを利用した広報の
活発化	
	

○イベントを成功させ、
里美のファンを増やす	
	

○持続可能な活動を心
がける	
	

○外部との連携の強化	

5	

さとみ力伝え隊報告	

今年度の主な活動	

【イベント】	
6月14日　　　　里美訪問	
8月10日　　　　里美訪問	
9月28・29日 　PBL里美合宿参加 　　　	
10月17日　　　里川カボチャ収穫祭	
10月30～	
　    11月1日　 秋の味覚祭参加	

	 【情報発信】 
	 SNS広報活動 

6	

さとみ力伝え隊報告	
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里川カボチャ収穫祭(10/17)	
【目的】	
・里美に実際に足を運んでもらうきっかけを作る

・里美について知ってもらう	
・他大学との交流を図る	
	

【方法・内容】	
・里川カボチャ収穫祭	
・レクリエーション	
・里川カボチャを使った軽食の提供	
・観光スポットの一つである「横川の下滝」案内	

7	

さとみ力伝え隊報告	

概要	

 活動場所：常陸太田市里美地区

 参加者：

　　常磐大学様、茨城キリスト教大学様、

　　水戸農業高等学校様、さとみ・あいより

	 　生徒、学生、教員合わせて31名で実施

8	

さとみ力伝え隊報告	

当日の様子	

9	

さとみ力伝え隊報告	

収穫祭成果　アンケート	

 参加者に、事前に作成したアンケートを配布

 回答者

	 参加者２０名(さとみ・あいメンバー以外)	
 質問は「はい」か「いいえ」の二択と自由記述によるもの

 質問は全部で６項目	

10	

さとみ力伝え隊報告	

【成果】　アンケート結果	

「特にどのスケジュールが良かったですか？ (複数可)」	
					1位　 かぼちゃ収穫 14　　　　　　　　　　　　　　　　4位　道の駅   5	

					2位　レクリエーション 9	　　　　　　　　　　　　　　　5位　かぼちゃ試食会   5							

　　3位　里美地区観光・横川の下滝　８　　　　　　　6位　その他　3　（お昼）（全部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

65%	
25%	

5%	5%	0%	

収穫祭満足度	

大変満足	

ほぼ満足	

普通	

少々不満	

不満	

11	

さとみ力伝え隊報告	

アンケート(自由記述)	
「収穫祭を通して里美に対する印象は変化したか？」　

	 ・自然、特産物、里美の人の良さなどを知り、里美は素敵
な場所だと感じた。	

「感想・その他」	
	 ・大学、高校の学生、生徒、そして教員の方々と交流し、楽し
い時間を過ごせた。	
	 ・試食会に水農の食化も入れていければより面白いのではな
いか。	

  ・グッズの開発(どこに頼むか)などがあると楽しい。デザイン
をさとみ・あいに、トータルなPR(食・自然・地域伝統文化)パン
フレットを太田市役所に提案してはどうか。	

12	

さとみ力伝え隊報告	
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良かったこと・反省点	
良かったこと	
・役割分担を明確にして進めることができた	
・当日はほぼ定刻通りに進めることができた	
・全体として好評を頂けた	
・他学校の皆さんと協力して進めることができた	

	 反省点	
	 ・細かい部分まで調整が行き届いておらず、様々な事態に
対応しきれない部分があった。(特に天候)	
	 ・役割を明確にした分、自分の作業のみに固執してしまった
部分があった。	

13	

さとみ力伝え隊報告	

活動報告②　SNS広報	
●Facebookの「いいね！」　94人　　	
●Twi?erの「フォロワー」　　78人　(2015年6月2日時点)	
目標・・・今年度末までに倍増させる！	

	
2015年12月3日時点で	
○Facebook　108人	
○Twi?er　　　172人　	
	

←達成！！	

14	

さとみ力伝え隊報告	

反省点、改善点	
○更新回数	

　Twi?er　昨年度７回、今年度25回	

　Facebook　昨年度25回、今年度12回	
→広報としてより即時性の高いTwi?erに力を入れた	
→更新頻度が高いほど人の目に留まる回数が多くなる	
	

・行事のたびに更新することができた	
	

・どのように更新したらフォロワーや言い値が増えるのかもっと
検討が必要だった	
・イベントや行事のほかに、里美地区の情報なども併せて発信
していけたらよかった	

15	

さとみ力伝え隊報告	

反省点(年間の活動を通して)	
	 ・余裕のある時期にもっと活動ができたのではないか	

	 ・小チーム内での意思疎通はできていたものの、	
	 大チーム全体での分担などがあいまいで、うまく　	
	 動けないことが多かった	

	 ・小チームの活動にどのくらいかかわるべきか	
距離感を図ることが難しかった	

16	

さとみ力伝え隊報告	

良かったこと・学んだこと(年間通して)	
	 ・チームメンバー全員が地域の方々と密接に関わることが
できた	
	 ・メインの活動を絞ったことで、集中して取り組むことができ
た	
	 ・小チーム内での意思疎通、役割分担がうまくいった	

	 ・目的を持って行動することの重要性を考えることができた	
	 ・ただやみくもに目先のことをこなすのではなく、自分たち
が何をするためにどんなことをすればいいのかを考えるこ
とができた	

17	

さとみ力伝え隊報告	

今後の展望	
○広報に力を入れる	
  ・・・里川カボチャを多くの人に知ってもらうための活動	
  ・・・学内など身近なところに向けて活動する	
	
○外部の方がもっと里美に足を運び易くなる方法を考える	
	
○何が里美のためになるのか」ということを常に考えて活動
していく	

  ・・・地域の方々との交流を充実させる	

18	

さとみ力伝え隊報告	
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19	

　 
	

	 ご清聴ありがとうございました！	

	 さとみ力伝え隊の報告は以上です	
	 以下、泉美・ゆうチームの報告です	

泉美・ゆう報告　目次	

	 「泉美・ゆう」概要	
	 活動内容	
	 学んだこと・得た知見	
	 お世話になった方々	

20	

泉美・ゆう報告	

「泉美・ゆう」概要	
【由来】	
水戸市「泉」町二丁目商店街振興組合	

　　　　　　＋	

常陸太田市里「美」地区　　　　　　　　　　　=「泉美」	

	

二つの地域を結ぶ　　　　　　　　　　　　　　　「結う（ゆう）」	

	

【誕生の経緯】	
前身である「イズミイル」と「さとみ・あい」の連携をきっかけとする	

	

【目的】	
水戸を拠点とした双方のPR活動⇒地域の振興	

21	

泉美・ゆう報告	

活動内容	
〇里美の特産物販売ブース「里美・カフェ」の運営	
・第一弾　泉町会館をお借りして	

・第二弾　「水戸まちなかフェスティバル」への出店	

・第三弾　「茨苑祭」への出店	

	

〇リーフレット	
・泉町・里美双方の魅力を一枚に掲載	

・「入口をふたつに」　	

・一年を通した私たちの体験記	

22	

泉美・ゆう報告	

販売した里美の特産物 
	

里美牛　　　　　　　　　　⇒　カレー・牛丼	

	

里川かぼちゃ　　　　　　⇒　デザート	

　　　　　　　　　　　　　　　　（果肉ジェラート・タルト・マドレーヌ）	

飲むヨーグルト	

	

里美コーヒー	

23	

泉美・ゆう報告	

学んだこと・得た知見	

①「つながり」	
②「コミュニケーション」	
③「組織」	
④「活動の中で」	

24	

泉美・ゆう報告	

16



①つながり	
〇「つながり」は「つながり」を呼ぶ	
＜水戸農業高校様との「つながり」＞	

前年の食品化学科様とのつながりが農業科様とのつながりへ

＜リビングルームとの「つながり」＞	

泉町二丁目振興組合様とのつながりが芸術とのつながりへ	

〇「つながり」は副産物を産む	
農業科様との連携	

→「さとみ・あい」大チームでの収穫祭に水戸農業高校生が参加

25	

泉美・ゆう報告	

①つながり	
〇「つながり」は「つながり」を呼ぶ	
＜水戸農業高校様との「つながり」＞	

前年の食品化学科様とのつながりが農業科様とのつながりへ

＜リビングルームとの「つながり」＞	

泉町二丁目振興組合様とのつながりが芸術とのつながりへ	

〇「つながり」は副産物を産む	
農業科様との連携	

→「さとみ・あい」大チームでの収穫祭に水戸農業高校生が参加

26	

泉美・ゆう報告	

　 
	

「つながり」を大事にすることは、身を助ける

⇒私たちは「つながり」を大事にできていたか？

「コミュニケーション」	

27	

泉美・ゆう報告	

②コミュニケーション	
〇「連絡」は密に、常に更新を	

　打ち合わせで起こってしまった齟齬	

〇伝わってこそ「連絡」	
　誤解を招く表現	

　自分たちが分かっていることを省く	

　緊急性のあるメールの書き方	

28	

泉美・ゆう報告	

　 
	

これらは、失敗を通して学んだこと

⇒なぜ失敗が起こったのか

「組織」の弱さがあった。	

29	

泉美・ゆう報告	

③「組織」	
〇役振り	
　頼み方・・・相手の得意な部分を。なぜ、その人に頼むか明確に。

　自分で全てやろうとすることの危険性	

〇ぶつかりあいはマイナスではない

　モチベーションの違いを埋める作業	

〇共有	
　ハード面では充実していた　EX)DropBox	RENABDIの使用	

　打ち合わせの組み方	

30	

泉美・ゆう報告	

17



　 
	

 ここまでは、一般的なこと

⇒最後は、「泉美・ゆう」で活動をしてきた私た
ちだからこそ学べたことをー。	

31	

泉美・ゆう報告	

④「活動の中で」	
〇ひとりよがりの解消
　　アンケートの実施（対象と内容）	

〇マーケティング	
　　どんな層をターゲットとして、どうすればその層に届く？

　　いかにブースの中に構造をつくっていくか	

〇誘う難しさ	
　　魅力を言葉にすること	

32	

泉美・ゆう報告	

目的の達成度	
　お客様の声（カフェにて）	

　・「里美牛？」⇒メニュー等で里美を強調したことで興味のきっかけとなれた。

	 ・「おいしいカレーでした」⇒里美牛のPRとしては疑問符が残る	

 ・「今年もかぼちゃ買いに来たよ」⇒独力ではないが、確実に人気を得ている。	

 ・「タルト、美味しいって聞いてきました」⇒茨苑祭で販売するという戦略の成功。

 先輩方が作成したリーフレットの配布	

	 ⇒リーフレットのPRに対する有用性を実感。	

33	

泉美・ゆう報告	

　 
	

 「さとみ・あい」としての活動も相まり、
水戸での里美のPRはまずまず。	
	 しかし、泉町のPRにおいてはその限り
でない。	

	  PR
 

34	

泉美・ゆう報告	

お世話になった皆様	
荷見様始め里美地区の皆様	
豊田紀雄様始め里美ふるさと振興公社の皆様	

白石様始め常陸太田市里美支所の皆様	

宮本紘太郎様 始め泉町二丁目商店街振興組合の皆様	
森山純子様（水戸芸術館様）	

茨城県立水戸農業高等学校様	
新堀俊博先生 （食品化学科様）	
磯野貴志先生（農業科様）	
池澤正博先（農業科様）	

茨城大学教職員の皆様	

35	

全体報告	 　 

　	

ご清聴ありがとうございました！
	

Twi?er							@satomi_ai	
　　　　　　  @izumi_u_satomi	
face	book			さとみ・あい	
	

さとみ・あい　公式キャラクター	
おさとちゃん	

36	
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(茨城大学　LINK)　　　　　(茨城キリスト教大学　DCE) 

リーダー　　藤堂みさ都　　　リーダー　　　栗原　大地 

副リーダー　清野　　絢　　　副リーダー　　飯村　貴洋 

書記　　　　渡邊　　悠　　　書記　　　　　大高　詩織 

会計　　　　冨田　　恵　　　会計　　　　　寺門美千花　 

　　　　　　　　　 渉外　　　　野中　　萌 

　　　　　　　　　 　　　　　　櫻井　優美 

�

異文化交流プロジェクト　活動報告会�

1 

目次�

Ⅰ. チーム概要 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告 

　　①水戸まちなかフェスティバル 

　　②異文化交流フォーラム 

Ⅲ. 先進地実地研修を受けて 

Ⅳ. プロジェクト実習全体を通して学んだこと 

Ⅴ. お世話になった方々へ 2 

Ⅰ. チーム概要�

　大チーム：異文化交流プロジェクト 

　小チーム： 

　(茨城大学)　LinK　　×　　(茨城キリスト教大学)　DCE 
 

〈活動目的〉 
　①留学生と地域を結ぶ架け橋になり、異文化交流のサポートをする 

　②日本の文化を留学生に伝える 

�
3 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

①水戸まちなかフェスティバル 
　日時：2015年10月25日(日)10:00～16:00 

　場所：(プロジェクト実習)泉町会館前 

 

　　泉町二丁目商店街振興組合 宮本様のご協力の下、 

　　LinKとDCEで各1ブースずつ確保して頂きました。 
4 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈LinK〉 
　　内容：異文化ポテトの販売 

　　 形式：10種類のソースから1ソースを選択 

　　　　　　　↪各ソースをフライドポテトに添える販売形式 
 

　　 結果：販売個数　226食(用意したポテト完売) 

　　　　　 売上　　　45,200円 5 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈DCE〉 
内容：海外のお菓子の販売 

¡ カップケーキ　：　販売個数　200個�

¡   スコーン　：　販売個数　78個�

¡   タピオカジュース　：　販売個数　45杯�

�

¡ 合計売上金額　41.650円�
 

� 6 

19



写真�

7 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈LinK〉 

　 よかった点 
　・事前準備、後片付けが　 
　　スムーズだった。 
　・役割分担がしっかりで 
　　きていた。 
　・積極的に声を掛けるこ 
　　とができた。 

改善点 
　・客として留学生を招くこと 
　　はできたが、売り子として　　
　　呼ぶことができなかった。 
　・使用する物品の確認が不十 
　　分だった。�

8 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈DCE〉 

よかった点�
・トラブルがあった中でもメンバーの臨�
　機応変な対応をとることができた。�
�
・販売方法を工夫することができた。�
　→店頭販売、売り歩き�
�
・他のチームのメンバーと協力し、無事�
　に完売することができた。�

改善点�
・事前リサーチ不足だった。 

・販売品の試作の徹底を図るべきだった。 
  　→特にタピオカの試作 

・事前準備の詰めが甘かった。 
   もう少し余裕を持って準備、確認がで 
   きたらトラブルを防げた。�
� 9 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

②異文化交流フォーラム 
　日時：2015年11月29日(日)10:15～15:30 

　場所：茨城大学水戸キャンパス内 茨苑会館 談話室 

　参加者：高校生19名(茨城キリスト教学園高等学校様、水戸第二高等学校様、 

　　　　　　　　　　　　　水戸桜ノ牧高等学校様、水戸桜ノ牧高等学校常北校様) 

　　　　　留学生14名(茨城大学、茨城キリスト教大学) 

　　　　　日本人大学生8名(茨城大学、茨城キリスト教大学)　計41名 
10 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈全体の目的〉 
　高校生×留学生×日本人大学生の三者の交流の手助けをする。 

〈昨年度までのフォーラムとの相違点〉 
　・「楽しく異文化を学ぶ」ことに重点を置いた。 

　　↪楽しさの中の学び⇔学びの中の楽しさ 

　・全体の規模を小さくし、より密の濃い交流になるようにした。 

　　↪フォーラム後にも繋がる関係作り 
11 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈タイムスケジュール〉 
　企画ⅰ：アイスブレイク(人間知恵の輪/鳥とかごゲーム) 

　企画ⅱ：座談会(グループ) 

　企画ⅲ：ワークショップ(異文化であることを体験できるバーンガ) 

　企画ⅳ：フリートーク�

12 
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写真�

13 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈アンケート結果〉 
　概要：回答者 41名中39名 

　　　　全7項目　はいorいいえの回答方式＋自由記述 

�

[分類名]	
[パーセン
テージ]

[分類名]	
[パーセンテー

ジ]

Q. 今日のフォーラムは全体的にどうでしたか。

14 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

46.1% 

61.5% 

64.1% 

51.2% 

0 5 10 15 20 25 30 

アイスブレイク	

グループでの座談会	

ワークショップ	

フリートーク	

Q.	今日のフォーラムの中でよかったものは何ですか。(複数回答) 

15 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈アンケート結果からわかること〉 
　・目的の差別化をしたことによって、各企画が意義のあるものになった。 

　・気軽に交流を楽しむことができた。 

　・留学生だけはなく、高校生⇔大学生の交流もあった。 

　・外国へのイメージがニュースなどによって固定されていたが、 

　　その国に行ってみなければわからないこともあることを知ることができた。 

　・高校生の英語に対する需要に応えることができなかった。 
16 

Ⅱ. 活動報告並びに結果報告�

〈よかった点〉 
　・アクシデントが起きた時、臨機応変に対応することができた。 

　・参加者だけではなく、私達自身も楽しむことができた。 

　　↪余裕を持って全体を見ることができたから。 

〈改善点〉 

　・時間配分を考えるべきだった。 

　　↪はやく進み過ぎてしまった時の対処方法　など 

　・シミュレーション不足な点があった。� 17 

Ⅲ. 先進地実地研修を受けて�

◇大学生として… 
　何事にも挑戦できるチャンスがある！ 

　そのチャンスをどう活かしていくのか 

◇チームとして… 
　スケジュールの調整/To doリストの作成 
　チームのために何ができるのか/貢献できるのか 

◇チームリーダーとして… 
　責任感/正確性/親和性 
　メンバーの各意見を尊重する 

　 
　

18 

苦手なことを克服する/ 
アプローチ方法を変えてみる/ 
諦めずに根気を持ってやる 

全員が共有・把握すること 
⇒信頼関係を作ること�

「まとめる」ということ 
チームの雰囲気作り 

21



Ⅳ. プロジェクト実習全体を通して学んだこと�

LinK　×　DCE　→　二大学間の連携 

⑴“情報共有”の大切さ
　○月に一回はミーティング　…　小チームから大チームへ、情報交換 

　○密に連絡を取り合う  　　 …　SNSを最大限に活用する 

　　　　　　　　　　　　　　　　わからないことはすぐに聞く 

　○「ほうれんそう」の徹底　…　全員が同じ情報を持つ 

　 　(報告・連絡・相談)　　　　　　 チーム内で情報格差がないように 
19 

Ⅳ. プロジェクト実習全体を通して学んだこと�

○うまくできなかった 

　・情報の伝え手と受け手の見解が一致しなかったことがあった。 

　　例：発注の仕方 

○うまくできた 

　・合同ミーティングまでの準備がしっかりできた。 

　・問題が起きたりわからないことがあったりした時にはすぐに確認を行った。 

　　↪共通認識で行動、情報格差がないように 

　・RENANDIを上手く活用することができた。 

　・SNSを活用できた。�

20 

Ⅳ. プロジェクト実習全体を通して学んだこと�

経験者×未経験者　先輩×後輩　チーム×連携先 

⑵信頼関係の構築
　○仕事を思いっきり割り振ること 

　　↪分担したら全力でサポート　⇒不安感を払拭、安心感の誕生 

　○“頼る”ということを行動で見せること 

　　↪経験者だけで話を進めない！⇒新しい視点からの考え�

21 

Ⅳ. プロジェクト実習全体を通して学んだこと�

○うまくできなかったこと 

　・経験者だけで話を進めてしまう場面が多かった 

　　→新チームとして、昨年度までの経験が必要な場面とそうではない場面で区別をする 

○うまくできたこと 

　・ミーティングを重ねるごとにチームの輪を広げることができた。 

　・役割によって同じ仕事量になるように割り振ることができた。 

　・少しずつ個人で行う仕事の幅が増えてきた。 

　・与えられたものをしっかり行うことによってチームに貢献することができた。 

　　→チーム意識を持つきっかけに 22 

Ⅴ. 御礼�

○水戸まちなかフェスティバル 

　泉町二丁目商店街振興組合　宮本紘太郎様 

　 水戸まちなかフェスティバル実行委員会様 

○異文化交流フォーラム 

　茨城キリスト教大学　文学部長上野尚美先生、国際理解センター長山中俊克先生 

　学校長鈴木龍夫先生、教頭大川通昭先生を始め、茨城キリスト教学園高等学校の皆様　 

　学校長石崎弘美先生、谷萩淳子先生を始め、水戸第二高等学校の皆様 

　学校長野内俊明先生、教頭石井孝先生、神賀俊光先生を始め、水戸桜ノ牧高等学校の皆様 

　学校長野内俊明先生、野上敦子先生を始め、水戸桜ノ牧高等学校常北校の皆様 

　参加者の皆さん� 23 
24 

ご支援、ご協力頂きましてありがとうございました。 
チーム一同、心より感謝申し上げます。�

22



ご清聴ありがとうございました。 

　異文化交流プロジェクト 
�

25 
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活動報告会 

市役所連携チーム

　こみっとフェスティバル班�

佐藤　李咲（リーダー）　　　　　　塚本　莉沙（会計）�

小野瀬　莉央（副リーダー）　　　　安藤　有紀（書記）�

西野　あゆみ（副リーダー）　　　　寺澤　恵里香（書記）�

川井　奈々�

1�

目次	
¢ チーム紹介・活動目的�

¢ こみっとフェスティバルとは？�

¢ 活動内容:�
�  実行委員会�

�  インターンシップ�

�  ボランティア参加�

�  水戸まちなかフェスティバル�

�  茨苑祭�

¢ 今後の予定：こみっとフェスティバル2016�

¢ 謝辞� 2�

チーム紹介・活動目的	
こみっとフェスティバルチーム	

　茨城大学の授業の一環であるプロジェクト実習において�

　結成されたチーム�

　水戸市役所と連携して活動�

�

①水戸市内の市民活動団体を知ってもらい利用を促進する�

②市民と団体とのつながりの架け橋になる�

⇓�
3�

こみっとフェスティバルとは？�
水戸市内の市民活動団体間でのネットワーク作りや�

団体の存在を知ってもらうことで�

一般の方々に身近に感じてもらうためのイベント�

�

ステージ	
発表	

物販・体験	
コーナー	

活動展示	

4�

こみっとフェスティバル実行委員会	

¢ 開催：�
�  毎月一回、水戸市役所にて開催 
�  （6/24、7/22、8/26、9/30、10/21、11/25、 
　　12/16予定、1/27予定） 

〈成果〉	

・運営に実際に携わる 
・提案したテーマが採用

　
5�

インターンシップ�
¢ 実施日： 8月24日・25日、9月1日・2日、3日・4日 
　　　　　二名ずつ、二日間にわたり実施 
¢ 場所：水戸市役所　市民生活課 
¢ 内容： 

�  市役所内の研修を見学 
�  グループワークへの参加 
�  水戸市の協働事業に関する概要を聴講 

〈成果〉	

・協働とは何かを学ぶ

　　　　→こみフェスの開催意義を再確認できた 6�

24



ボランティア参加	

¢ こみっとフェスティバルは市民活動団体のことを�

　市民の方々に知ってもらうことが目標の一つ�

　　↓�

¢ 運営側にいる私たちが市民活動団体の活動を知らない！�

　　↓�

�   活動に参加して体感すること	

�   こみフェス実行委員の皆さまと交流を	

　持つこと	
　を目標に、夏休みの期間を利用して�

　３カ所の団体様の活動に参加�

7�

第2回小・中学生英語スピーチ大会	

¢ 茨城県世界青少年コミュニケーションクラブ 様　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からのお誘い

¢ 日時：8月2日（日）14：00～ 
¢ 場所：茨城県水戸生涯学習センター

¢ 参加者：佐藤・塚本・寺澤 
¢ 活動内容：運営の手伝い 
¢ 感想：�

�   授業とは異なった交流の場を提供することが、 
　子どもたちにとって貴重な良い経験になるのではないか 8�

こども広場ひまわり	
¢ 内原すみれの会 様　からのお誘い 
¢ 日時：8月20日（木）14：00～ 
¢ 場所：水戸市内原中央公民館 
¢ 参加者：安藤・塚本 
¢ 活動内容：子どもと遊ぶ 
¢ 感想： 

�   家庭環境に悩む子供がいるということを考える 
　きっかけとなった 

9�

老人ホームへの訪問	
¢ はつらつサークル 様　からのお誘い 
¢ 日時：8月27日（木）13：30～ 
¢ 場所：介護老人保健施設 ナーシングホームかたくり

¢ 参加者：安藤・小野瀬・佐藤 
¢ 活動内容：レクリエーションのお手伝い・お話 
¢ 感想： 

�  ボランティア活動の必要さ、大変さを理解できた 

10�

¢ 全三カ所のボランティア活動に参加して・・・�

�
�  普段の生活では関わることの少なかった人たちと 
　交流することができ、貴重な体験となった 
�  私たちのような若い年代のボランティアの方が 
　少ないように感じた 

　　　　↓ 
¢ もっともっとボランティアの存在をたくさんの人に
知ってもらいたい気持ちが強くなった�

¢ こみフェスがそのきっかけとなるように�

　改めて全力で取り組んでいきたい�
11�

水戸まちなかフェスティバル	
¢ 日時：10月25日（日）10：00～16：00 
¢ 場所：泉町二丁目商店街振興組合様のスペース

¢ 内容： 
�  バルーンアート・・・ばるーん・レインボー 馬場 様　との連携 

�  展示・・・こみっとフェスティバルの紹介�

12�
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〈成果〉	
¢   ばるーん・レインボー 馬場 様のご指導の下、 
　バルーンアートを子どもたちに教えることができた。

¢  子どもやその保護者の方々が多く来客し、

　バルーンアートを楽しんでくれた。 

¢   同時に展示やビラ配布をし、 
　「こみっとフェスティバル2016」の宣伝ができた。 

¢   水戸まちなかフェスティバルの 
　出店の目的の一つである「企画・運営を学ぶ」	

　ことができた。 13�

〈反省点〉�
¢ 役割分担が不十分であった。�

¢ 予想以上の集客数であったため、始まりで戸惑ってしまった。�

⇒バルーンの指導役や宣伝役だけでなく、�

　全体を取りまとめる指示役をつくることがポイントであった。�

水戸まちなかフェスティバルでの成果や反省点を�
茨苑祭や「こみっとフェスティバル２０１６」で
活かしていく。� 14�

茨苑祭（茨城大学 学園祭）�

¢ 日時：11月14日（土）9：30～17：30 
　　　　　　15日（日）9：30～17：00 
¢ 場所：人文講義棟23番教室 
¢ 内容： 

�  14日　カプラ（積み木）	
　　・・・水戸こどもの劇場 様　との連携 

�  15日　連鶴・折り紙教室	
　　・・・はつらつサークル 様　との連携 
�  展示：こみっとフェスティバルの紹介 

�
15�

〈成果〉	

¢   2日間での来客数が116人であった。 
¢  水戸まちなかフェスティバルでの反省点であった 
　役割分担をしっかりと定めて取り組むことができた。 
¢  遊びながらコミュニケーションをとることで、 
　「こみっとフェスティバル2016」にも興味を  
　持っていただくことができ、宣伝も十分にできた。�

16�

〈反省点〉	

¢  外で宣伝をする際に、 
　天候が悪いときの対策がとれていなかった。

¢  他のチームとの連携・連絡が 
　少し足りていなかった。 

⇒予測することや確認しあうことの�

　必要性を学んだ。�

17�

今後の予定	
こみっとフェスティバル2016	

　日時：2016年2月20日(土)　 
　　　　　10：00～16：00	

　会場：イオンモール水戸内原	
　　　　　1階メインコート　2階イオンホール�

イオンモールで
待ってます！！	

18�
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謝辞	
¢  水戸市市民協働部 市民生活課 協働係　鬼沢様　田治様　皆さま

¢  茨城県世界青少年コミュニケーションクラブ　谷萩様・皆さま

¢  内原すみれの会　井川様・皆さま 
¢  はつらつサークル　平沼様・皆さま 
¢  ばるーん・レインボー　馬場様・皆さま 
¢  水戸こどもの劇場　袴塚様・皆さま 
¢  水戸市環境保全会議　高橋様・皆さま 
¢  M・I・T・O 2 1　横田様・皆さま 
¢  朗読ボランティア「コスモス」　太田様・皆さま 

¢  泉町二丁目商店街振興組合　宮本様・皆さま
¢  茨城大学教職員の皆さま 

19�

ご清聴ありがとうご
ざいました	 20�
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公共交通チーム最終報告�
リーダー：佐藤 詩音　副リーダー：鈴木 美緒�

会計：袖山 良美　 　　　書記：髙橋 慶祐�

交通と向き合って�

１�

⽬次�
u 活動理念と目的�

u 活動報告�

   インターンシップ（水戸市役所交通政策課）�

　　水戸まちなかフェスティバル�

　　茨苑祭�

　　直通特急バス�

u 一年を振り返って�

２�

活動理念�
l 水戸市公共交通基本計画	
　→学生の視点でできることはないか	

	

l 誰もが住みよい街づくり	
　→公共交通を上手に利用して安心・安全な街	

	

l 水戸市民と公共交通を繋ぐパイプとなる	
　→誰もが気軽に公共交通を利用できるようにするためのお手
伝い	

	
３�

活動⽬的�
水戸市の現状�

ü  自動車保有率が高く、事故が多い�

　→交通マナーの悪さ、車社会の加速化�
�

ü  自家用車がないと、外出しにくい�

　→公共交通の不便さ、馴染みの薄さ、交通弱者�

�

�

４�

 
�

�

現在の公共交通は不便であり、�

マイカーなしでは住みにくい状態�

�

�

水戸市役所交通政策課様発案の下�

�

「いばっピ」と「特急バス」に 
焦点を当てて 

公共交通を盛り上げる 
５�

活動内容�
6月      水戸市役所交通政策課様との顔合わせ�
　　       須藤様、大津様�
�
7月      茨城交通株式会社様へ構想プレゼン�
　　       茨城交通(株)　任田社長、飛田運輸部長、下重様�
�
8・9月   水戸市役所市長公室交通政策課でインターンシップ�
�
10月     水戸フェス�
�
11月     茨苑祭�
�
12月    「いばっピ」学内販促キャンペーン�
�
� ６�
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活動内容―インターンシップ�
⽔⼾市役所 市⻑公室交通政策課 

８月から９月にかけて、各々3～5日間�

お世話になりました�
�

・市役所の仕事を体験�

・一部メンバーは水戸市交通戦略会議に参加�

７�

行政の役割の一端にふれることで�
水戸市民としての自覚�

⽔⼾市交通戦略会議�
平成２８年度から３５年までの八か年にわたり、�

実施予定の「水戸市公共交通基本計画」�

市役所、民間企業、専門家、一般市民などによる交通会議�

皆が協力し、真剣に水戸の将来と向きあう姿�
�

�

�

８�

活動内容�
  ―⽔⼾まちなかフェスティバル①�

・バスのぬり絵�

・いばっピの告知（ポスター、チラシ）�

・いばっピに関するアンケート調査�

10/25㈰ 10:00〜16:00�
於 タウンモビリティ�
 （茨城交通様と共に活動）�

９�

活動内容�
  ―⽔⼾まちなかフェスティバル②�

１０�

活動内容�
  ―⽔⼾まちなかフェスティバル③�

16 

42 

1 

１．以前より、「いばっピ」の導⼊及び
サービス内容を知っていましたか？�

はい� いいえ� 無回答�

２-１．いばっピのどのようなところに不安を感じますか？�

紙の回数券のこと	

割引率が下がるかどうか	
相互性に⽋ける	

ICカードとの相互利⽤は可能か	

茨交バスにしか乗れない	

ひとつの「いばっピ」で⼆⼈分 
払いたいときはどうするのか	

障害者はどうなるのか	

１１�

活動内容ー茨苑祭�
・チーム発⾜の背景 

・特急バス、「いばっピ」の告知 

・⽔⼾まちなかフェスティバルなど活動実績 

等の展⽰ 

�

１２�
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活動内容― 直通特急バス �

⽔⼾市全体について取り組む前に、⾝近なところから 

バスの遅れなどに関して不満が上がる 

直通特急バス 
・茨⼤正⾨前から⽔⼾駅への定時性確保 
・茨⼤⽣以外の乗客への混雑緩和 
・市街地でのバスの数珠状態の緩和 

１３�

茨大�
正門前�

盲
学
校
前�

茨
城
⾼
校
⼊
⼝�

末
広
町
⼆
丁
⽬�

栄
町
⼆
丁
⽬�

泉
町
⼀
・
三
丁
⽬�

⼤
⼯
町�

南
町
⼆
・
三
丁
⽬�

銀
杏
坂�

水戸駅�

今まで茨⼤⽣が�
使⽤していたバス路線�

１４�

茨大�
正門前�

水戸駅�

直通特急バス�

沿線の学⽣の集中乗⾞によるバス⾞内の混雑�
到着時間が不安定 などの従来の問題点を解消！�

ノンストップで茨⼤正⾨前から⽔⼾駅へと向かいます！�

来年度初旬に運⾏予定！！！�
１５�

＞交通に関して�
・⽔⼾市の交通の現状を知るほどに、�
 将来どのように変わっていくのか、�
 変えていくのかが楽しみになった�
・路線バスでのICカード導⼊は�
 その第⼀歩�
・「交通は⾝近なもの、�
 決して他⼈事ではない」�
 との⾔葉を実感した�
・交通を変えていくためには、�
 私達ひとり⼀⼈の⼒が必要�
�
�

⼀年を振り返って�
＞PBL全体を通して�
・⽬の前のことだけでなく、数⽇後、�
 数か⽉後のことを考えて�
 計画を⽴てていくことが⼤事�
・学外の⽅との交流を通して、�
 社会⼈としてのマナーを学んだ�
・学内外の連携のため、時間調整�
 などの⾯で困難を経験したことで、�
 どう対応するかを学んだ�
・メンバーとの役割分担と�
 情報交換の重要性を実感した�

１６�

謝辞�
・⽔⼾市役所市⻑公室交通政策課 
 須藤様、⼤嶋様、⼩林様、村⽯様、⼤津様 

・茨城交通株式会社 
 任⽥社⻑、⾶⽥様、下重様、社員の皆様 

・茨城⼤学 
 鈴⽊先⽣、神⽥先⽣、井澤先⽣ 
 教職員の皆様 

本活動をするにあたり、多くの⽅にお世話になりました。 
ご指導、ご協⼒いただきました皆様に感謝申し上げます。 
本当に有難うございました。 

１７�

ご清聴ありがとうございました�

１８�
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hearingの結果をもとに 
大学生を対象として行うアンケートの作成	

 →他人の写真などを載せる

 　　際の肖像権に注目	

 →バカッター	
	 （SNSによって反社会的行動を	
 　世にさらけ出す行為）などに注目

LINE	

	→微妙なニュアンスの違いから	
 　トラブルに発展するなどと	
 　いった問題に注目	

	 →また、既読無視やLINEいじめ	
 　 などの問題に注目	

7	

Twi-er	

アンケート調査の実施	

8	

実施日        7月30日	
　　　　　　　 8月3日　	
実施対象　茨城大学生90名	

実際に利用したアンケート用紙→	

アンケート調査の結果	

9	

意外にも半数の学生が、他人の顔
を含む写真をツイートしたことがあ

ると回答。	
	

　その際、約７割の学生が個人情報
に配慮していると回答。	

	
→また、男性より女性の方が個人

情報に配慮する傾向があるという結
果に！！	

Twi-er	
学生の約10割の人が	

LINEを使用していると回答。	
	

また、比較的LINEを使用するのは、
友人、家族などの身近な人であるこ

とが分かった。	
	

	 LINE	

〈反省点〉　啓発のためのパンフレット作成	
　　　　　　を見据えた調査とは言いがたく、
　　　　　　パンフレット作成が難航した。	

２. 東京（NTTコミュニケーションズ様のオフィス）
で 二日間Webサイトの企画・立案を体験する。	

10	

♦2日間のPBL型インターンシップ	

〈主な活動内容〉	
・NTTコミュニケーションズ様の歴史や事業内容、また、
Webマーケティングについての勉強会。	
・ドットコムマスターのサイトに関するブレインストーミング	

ドットコムマスターとは	

NTTコミュニケーション
ズ様が主催するICTス
キル認定資格制度	

11	

8月27日の日程	

時間割	 内容	

13:00	 グランパークタワー１Ｆロビーに集合	
13:10-13:2
0	 オリエンテーション	

13:20-14:0
5	

「情報通信産業、NTTコミュニケーションズ、アプリ
ケーション＆コンテンツサービス部について」	

14:05-14:5
0	

「通信の仕組み ～ 電話、インターネット、	
　データ通信、携帯電話、海底ケーブル ～」	

14:50-15:0
0	 休憩	

15:00-15:1
5	

コミュニケーション・ツールのご紹介	
「Bizグループワーク」と「マイポケット」の使い方

15:15-16:0
0	

「Webマーケティングの概要」	
－一般的なWeb関連の知識、	
　検定公式サイトでの取り組み	

16:00-16:1
0	 休憩	

16:10-16:5
0	 意見交換、「Webサイト制作実習」に向けたブレスト

16:50-17:0
0	 撤収・解散	

海底ケーブルに関しては、「是非知
りたい！」とあらかじめリクエストし、
説明していただいた	

プロジェクトに	
是非活かしたい！	

12	

時間割	 内容	

9:00-11:3
0	
 	

Webサイト制作検討　※適宜休憩をはさむ、学生主体	
－コンテンツ内容検討、できれば画面遷移まで	

11:30-13:
00	
 	

昼食（会食）　※GPビル近辺	
 	

13:00-14:
30	
 	

Web構築打合せ（MA様・学生・Com）	
－MA様での事例紹介、最近のWebマーケティング事情	
－Webサイト制作検討に基づくイメージ提示・意見交換

14:30-15:
30	
 	

Webサイト制作検討　※適宜休憩をはさむ、学生主体	
－仕様具体化検討、宿題事項確認	

15:30-16:
5	

意見交換	

16:50-17:
00	
 	

撤収解散	

8月28日の日程	
近くのレストランで会食	
担当の方々の就活エピソード
などを伺うことができた	

32
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協力して頂いた企業の皆様	

	 ・NTTコミュニケーションズ様	

	 ・茨城キリスト教大学様	

	 ・サテライトIC様	

19	

ご清聴ありがとうございました。	

20	
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プロジェクト実習 

先進地実地研修 
趣旨と実績�

1�

茨城大学・大学教育センター 
副センター長（キャリア教育部長） 
人文学部プロジェクト実習担当教員 

鈴木　敦 
atsushi.suzuki.8115@vc.ibaraki.ac.jp�

１：ＰＢＬは西高東低�

2�

同志社大学ＰＢＬ推進支援センター 
コンソーシアム京都加盟の諸大学　等�

２：東の雄・山形大学�
ＦＤ・ＳＤ・大学間連携・地域連携 
エリアキャンパスもがみ｢FW共生の森もがみ｣ 
大地連携ワークショップ　　等々 

３：さすが東京・役者がいっぱい�
社会人基礎力育成グランプリ 
産学連携ツーリズムセミナー　等々々 

先進地実地研修の趣旨�

3�

プロジェクト実習と親和性の高い目的・内容・ 
形態で実施されている他大学の取り組みを参観し 
これまでの自らの取り組みと比較検証することを 
通じて、プロジェクト実習は勿論、各人の 
今後の勉学・諸活動に活かすべき＜学び＞を得る�

｢井の中｣から抜け出すために�

履修生にこそ｢まなぶ｣｢まねぶ｣機会を！ 

そこで・・・ 

4�

２．先進地実地研修（遠郊）�

２つのカテゴリー�

１．先進地実地研修（近郊）�

・対象地域：東京及びその周辺 
・参加形態：原則として履修生全員参加 
・実施形態：貸し切りバスで日帰り実施 

・対象地域：東北地方～近畿地方 
・参加形態：履修生代表若干名 
・実施形態：一泊二日ないし二泊三日 

旅費支給 

5�

学びのために 
－お手元の資料をご覧下さい－�

１．基本作業 
　(1)レポートの作成・提出で総括 
　(2)年度末の活動報告会等で報告して 
　　参加の有無に関わらず履修者全員で共有 
 
２．研修内容に応じて 
　(3)プレゼン参観の場合は「採点」 
　(4)フィールドワークの場合は「事前調査」 
 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等々 
 

今後に活かす！ 

実施の前提�

6�

(1)まずは、予算確保！ 
　eg.東京日帰り往復で大型バス借り上げれば 

高速料金・駐車場料金等コミで軽く12万円超 
マイクロバスでも9万円余 
 

(2)適切な内容・適切な開催時期 
　・特に催事に参加する場合は、意外に時期が難しい 
 

(3)独自計画では、先方のご協力がカギ 
　・戴いたご協力に、篤く御礼申し上げます 
 

(4)催事参加・独自計画とも安全第一 
　・保険(履修前提として加入済)・交通手段・治安等　 
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7�

過去の実績(1)�
2013年度（試行） 
公益社団法人　日本観光振興協会主催�
第10回産学連携オープンセミナー予選会(2名派遣) 
2013年12月15日　於：東京 
http://www.nihon-kankou.or.jp/home/committees/report/event/20140228.html 

・ビッグデータの観光振興への活用 
　(明治大学政治経済学部)  

・食料産業クラスターによる地域ブランドの確立 
　　～戦略マネジメントの視点から～(早稲田大学商学部)  
・雨の日の観光を考える(首都大学東京都市環境学部)  
・東京オリンピック2020をインバウンド誘致につなげる為に日本 
　が取り組むべき事(一橋大・院・商学研究科経営学修士コース)  

発表題目(抄)�

8�

過去の実績(2)�
2014年度・遠郊 
　山形大学エリアキャンパスもがみ(5名派遣)�

2014年11月29日～30日　於：山形 
　→プロジェクト実習Ｂの｢本家｣

近年､注目度が高まっている｢地域連携系PBL｣ 
COC採択を受けて、今後一層充実が求められる分野�
　→独自計画。金山町役場と山形大学学生サークル�
　　｢チーム道草｣の皆様のご協力で実現 

9�

過去の実績(3)�

2014年度・近郊 
文部科学省｢産業界のニーズに対応した教育改善･充実
体制整備事業｣関越地域大学グループシンポジウム 
(19名派遣)  
2015年2月12日　於：埼玉 
・新潟青陵大学 
・千葉科学大学 
・西武文理大学 
・茨城大学 
　　プロジェクト実習C 
　　｢ICEチーム｣ 

10�

2015年度の状況(1)�

遠郊 
＊候補：同志社大学PBL科目関係催事 
　→プロジェクト実習A・C・Dのモデル 
　→本学プロジェクト実習で2014年度から開始した 
｢学外からのプロジェクト募集｣においても先駆的存在 
①2015年7月26日：中間報告会 
②2015年11月14日：PBLフォーラム 
③2016年1月17日：秋学期報告会 

　　　昨年に続き、今年も悉く日程が合わず断念　(T_T) 

さて、どうする？ 

＝前期末試験直前�

＝センター試験当日�
＝茨苑祭当日 

11�

近郊 
社会人基礎力協議会 
「社会人基礎力育成グランプリ2016･関東地区 
　予選大会」(21名派遣) 

2015年12月6日　於：東京・拓殖大学 
https://www.mda.ne.jp/kisoryoku/index4.html 

・・・と、いうことで、 

さぁ！それでは報告へ 

行ってみよう！　∠(-o-)／ 

2015年度の状況(2)�

ご清聴､感謝申し上げます�

鈴木敦 
atsushi.suzuki.8115@vc.ibaraki.ac.jp�

12�
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2015 年度	 プロジェクト実習	

	先進地実地研修(近郊)	
 
 
 

社会人基礎力育成グランプリ 2016	

関東地区予選大会	

https://www.mda.ne.jp/kisoryoku/index4.html 
 

 
 
 

2015 年 12 月 6 日	

拓殖大学文教キャンパス C館	 201 教室・301 教室	
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Ⅰ：趣旨説明	

１：目的	

先進地実地研修は、プロジェクト実習の一環として 2013 年度から実施しています。プロジェ

クト実習履修生の全員参加を原則として東京近郊で実施する「近郊」と、履修生代表者若干名に

より東北地方～近畿地方で実施する「遠郊」の、二種類が準備されています。そのいずれも、目

的とする所は	

プロジェクト実習と親和性の高い目的・内容・形態で実施されている他大学の取り組みを参観し、

これまでの自らの取り組みと比較検証することを通じて、プロジェクト実習は勿論、	

各人の今後の勉学・諸活動に活かすべき＜学び＞を得ること	

にあります。	

	 このしおりの「Ⅳ：担当教員より」にも記しているように、漠然と眺めていたのでは効果があ

りません。「他校の取り組みを自らの取り組みと比較検証する」という姿勢で参観する事が重要

です。	

２：今年度の参観対象	

2015年度の先進地実地研修（近郊）では、東京・拓殖大学で開催される「社会人基礎力育成
グランプリ 2016・関東地区予選大会」（ https://www.mda.ne.jp/kisoryoku/index4.html	 ）の
参観を行います。	

３：社会人基礎力と根力	

「社会人基礎力」とは、「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的

な力」として、経済産業省が 2006 年から提唱している能力です。「前に踏み出す力」、「考え抜く

力」、「チームで働く力」の 3 つの能力（12 の能力要素）から構成されており、経済産業省の HP

では、「企業や若者を取り巻く環境変化により、『基礎学力』『専門知識』に加え、それらをうま

く活用していくための『社会人基礎力』を意識的に育成していくことが今まで以上に重要となっ

てきています。」とされています。	

	 プロジェクト実習の背景となっている茨城大学就業力育成支援事業・根力育成プログラムでは、

「根力（ねぢから）」という能力を掲げていますが、この根力は社会人基礎力をベースに茨城大

学独自の要素を加えて構成しています。つまり、根力のコア部分をなすのが社会人基礎力という

ことになります。	

４：社会人基礎力育成グランプリ	

	 社会人基礎力育成事業の一環として、全国の大学における「社会人基礎力」の育成事例とその

成果を学生チームが発表する場として、「社会人基礎力育成グランプリ」が設定されました。2007

年度に全国７大学でスタートし、2012 年度以降は 100 チーム以上が参加する大規模なイベントと

なっています。現在は創価大学に事務局を置く非営利組織「社会人基礎力協議会」が運営してい

ます。	
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Ⅱ：全体日程表	

９：００	 茨城大学水戸キャンパス発	

	 ＊水戸キャンパス乗車者は、8:50 までに生協前周辺に集合	

９：１５	 ＪＲ赤塚駅北口発	

	 ＊ＪＲ赤塚駅北口乗車者は、9:05 までに指定の場所（次ページ参照）に集合	

１２：００～１２：３０頃	 拓殖大学着	

＊拓殖大学文教キャンパス C館	 201教室・301教室 
〒112-8585	 東京都文京区小日向３－４－１４ 
URL：http://www.takushoku-u.ac.jp/ 

１２：５０	 開会式	

１３：１０	 発表参観開始	

＊発表は二系統に分かれて C201・C301 の二カ所で別々に行われます。二手に分かれて参観し

て下さい。参観者が片方に偏りすぎないよう、適宜譲り合って下さい。	

＊参観教室の変更は、原則として 14:50～の休憩時間のみとします。やむを得ない場合は発表

者の交代時に移動して下さい。発表中の移動は発表者ならびに他の参観者に失礼となりま

すので禁止します。	

１３：１０	 発表	 １グループ	

１３：３０	 発表	 ２グループ	

１３：５０	 発表	 ３グループ	

１４：１０	 発表	 ４グループ	

１４：３０	 発表	 ５グループ	

１４：５０	 休憩	

１５：００	 発表	 ６グループ	

１５：２０	 発表	 ７グループ	

１５：４０	 発表	 ８グループ	

１６：００頃	 発表参観終了（第８グループ発表終了時点で中座）	

＊発表は９グループまであり、更に審査その他と続きますが、帰着時刻の関係から本学の参観

は８グループまでとします。発表者・参観者の失礼にならないよう、静かに退出して集合

場所（当日指定します）に移動して下さい。	

１６：１５頃	 拓殖大学発	

１９：００頃	 ＪＲ赤塚駅着	

	 ＊ＪＲ赤塚駅降車者は解散	

１９：１５頃	 茨城大学水戸キャンパス着	

＊完全解散	

＊バスは大学側で準備しますので、茨城大学－拓殖大学間の足代は不要です。

＊食事代等は、各自の負担となります。

＊昼食は各自持参し、車中～開会式前までの間に適宜済ませて下さい。

	 夕食については、解散前に摂る／摂らないを含めて、各自の自由とします。

＊移動の途中、サービスエリア等でトイレ休憩を取ります。短時間ではありますが、その際に弁

当等を購入することは可能です。

＊当日の緊急連絡は、鈴木敦の携帯（XXX-XXXX-XXXX）へお願いします。	

39



参加者名簿・乗降地一覧	

（省略）

赤塚駅北口乗降地地図（赤丸の付近に集合して下さい）	

（省略）

Ⅲ：主催者より	

主	 催：社会人基礎力協議会

共	 催：経済産業省

後	 援：公益社団法人経済同友会、日本商工会議所

協	 賛：ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス株式会社, 
株式会社ウチダ人材開発センタ, 
日本経済新聞社

キーファクター株式会社

メディア総研株式会社

・満席になりました場合には、立ち見や入場制限を行う可能性もありますので、予めご了承くだ

さい。

・当日は学食が休業日です。キャンパスから徒歩 3分圏内のスーパーや飲食店をご利用ください。
なお、当日受付時に駅周辺の飲食店マップを配付します。ご活用ください。

・当日はクロークや荷物置場等はございません。貴重品は各自で管理していただくよう

お願いいたします。万一、トラブルが発生しても事務局では一切、責任を負いかねま	

	 す。

・撮影は行って頂いて結構ですが、発表の邪魔にならないよう配慮してください。

ただし、事前に発表者の許可を得るようにしてください。

・スケジュールが変更になる場合もございますので、予めご了承ください。

【予選大会当日の連絡先】

会場校 ： 拓殖大学	 文京キャンパス
（以下、略）
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Ⅳ：担当教員より	

１：当日のスムースな活動のために	

当日は団体で行動します。遅刻や無断欠席等の無いよう、お願いします。

当日、緊急時の連絡は、下記鈴木敦の携帯へお願いします。

鈴木敦携帯電話番号：XXX-XXXX-XXXX	

	 	 ＊鈴木敦の携帯電話は、普段は不携帯電話です。当日以外はメールでお願いします。	

車に酔いやすい人は、乗車時にその旨伝えて下さい。前寄りの席を手配します。

２：学びのために	

	 いくら優れた取り組みでも、漠然と眺めていたのでは学びは得られません。学びを活性化させ

る「しかけ」として、以下の２点をお願いします。折角の機会です。アクティブに取り組んで下

さい。

(1)採点表の記入・提出	

①採点表の記入（当日・紙媒体）

次ページに採点表を組み込んでいます。それぞれの発表を聴きながら・同時進行で記入して行

って下さい。

「コメント」欄は、できるだけ記入して下さい。但し、「コメントに悩んでいる内に次の発表

を聞き漏らした」となると本末転倒ですので、空欄になっても構いません。

	 採点・コメントとも、あんまりあれこれ考えすぎると、却って上手くいきません。直感で、「エ

イヤッ！」と書いてしまうのがコツです。

②採点表の提出（後日・電子媒体）

ガルーンの「プロジェクト実習（全体）」おしらせ欄に、採点表のフォームをアップしていま

す。これに上記①のメモを転記して、鈴木敦宛に 12/20までに送信して下さい。その際、ファイ
ル名・メールの件名はいずれも［採点表（氏名）］として下さい。

	 電子媒体のフォームには、標題の下に学籍番号・氏名を記入する欄があります。忘れずに記入

して下さい。

＊②は、プロジェクト実習履修生の皆さんは「必ず」、プロジェクト実習履修生以外の皆さん

は「できれば」お願いします（鈴木敦宛てにメールを戴ければ、採点表フォームをメール

でお送りします）。

(2)ミニレポートの作成・提出	

	 既にお送りしている「ミニレポート作成指示書」に沿って、作成・提出して下さい。念のため

このしおりの７ページに指示書を再録します。

＊ミニレポートについても、プロジェクト実習履修生の皆さんは「必ず」「レナンディで」、プ

ロジェクト実習履修生以外の皆さんは「できれば」「鈴木敦宛てに添付ファイルで」提出し

て下さい。
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PPT
ハンド
アウト

プレゼン 質疑応答
着眼点
切り口

プラン
ニング

具体的
取り組み

計画の
達成度

1A 埼玉女子短期
1B 芝浦工業
コ

メ

ン

ト

2A 城西
2B 信州
コ

メ

ン

ト

3A 千葉経済
3B 諏訪東京理科
コ

メ

ン

ト

4A 創価A
4B 多摩
コ

メ

ン

ト

5A 明星
5B 創価B
コ

メ

ン

ト

6A 大東文化
6B 拓殖Ｂ
コ

メ

ン

ト

7A 東洋学園
7B 東洋
コ

メ

ン

ト

8A 拓殖Ａ
8B 明海
コ

メ

ン

ト

9 目白
コ

メ

ン

ト

大学名欄：参観しなかった大学名を消して下さい

採点欄：1(=最低)～5(=最高)で記入

｢学び｣欄は、｢発表者達が、今回の活動を通じてどの程度学びを得たと思われるか｣に関する採点者の推測値です

合計欄：合計点を記入して下さい

20151206先進地実地研修（近郊）　社会人基礎力育成グランプリ関東地区大会採点表

NO . 大　学　名

採　点　（1=最低・・・5=最高　の、5段階評価）

合
計

発　表 活　動　内　容

学び
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20151206 先進地実地研修（近郊）ミニレポート作成指示書	

20151120	 鈴木敦 
ミニレポートは、以下の要領で作成して下さい。

１：レイアウト・布字・字数等

ワードでＡ４タテ・横書き

余白は上下左右各	 23・21・20・20 
45字／行	 48行／ページ 
基本的にＭＳ明朝・10.5ポイントとするが、必要に応じて変更可。 

	 	 ＊要するに、この指示書の体裁と同じです。

必要に応じて写真・図表等を盛り込む

写真・図表等を除いて「400字以上・上限無し」（文字カウント機能で確認して下さい） 
	 	 ＊題名・氏名も文字数に加えます。

２：ファイル名・送信先・締切等

ファイル名：2015先進地実地研修（氏名） 
送信先	 	 ：レナンディ「プロジェクト実習（全体）」の「課題」の 04番 
締切 ：2016年１月６日 23:00 

３：レポート冒頭の体裁について

(1)第一行に＜中央揃え＞で題名を記して下さい。 
＊文章の内容に沿った題名を考えて下さい。「先進地実地研修に参加して」式の、＜小学生の夏休

みの日記のような＞ｆ(^_^;	 題名は避けて下さい。 
(2)第二行に学籍番号氏名を＜右寄せ＞で記して下さい。 
(3)第三行から本文を記して下さい。 
＊これまた、この指示書の体裁と同じです。

４：内容

他大学の発表を聞いて、「これを学んだ・今後に活かしたい」ということを記して下さい。

(1)「素晴らしいから見習いたい」「ヒドイからああなってはいけない」のどちらからでも／両方から
でも結構です。

(2)記述対象は、「取り組み内容」「プレゼンの仕方」のどちらでも／両方でも／それらを踏まえてより
踏み込んだ内容でも結構です。

(3)取り上げる発表は一校でも・複数校でも結構です。 
(4)記述は、なるべく具体的にお願いします。 
悪い例「発表してくれた大学は、みんなすごいなー、見習わなくちゃいけないなーと思いました♪」

よい例「○○大学の取り組みにおいて、メンバーは××というプロジェクトに取り組む中で△△と

いう問題に直面し、◎◎という対応をすることでこれを解決した。類似の問題は、今年度

の自分のチームでも発生したが・・・」

「○○大学のプレゼンは、使用したＰＰＴ・ハンドアウトの見やすさもさることながら、発

表時のアイコンタクトや・・・」

「○○大学の発表は、内容・プレゼン共に素晴らしかったが、特別積極的な一名が一人で切

り回して来たな、ということがありありと伝わって来た。チームでの活動を前提とするプ

ロジェクトで・・・・」

「○○大学の発表は、内容・プレゼン共に素晴らしかったが、教員や学外協力者が徹底的に

お膳立てをして学生はただそれに乗っかって動いているだけのように感じられた。社会人

基礎力の養成という本来の目的を考えれば・・・」
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小野瀬莉央　　　　塚本莉沙	
1	

}  職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力

→「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」
	

}  経済産業省が2006年から提唱している能力 
→企業や若者を取り巻く環境変化により、「基礎学力」「専門知識」に加え、

　それらをうまく活用していくための「社会人基礎力」を意識的に育成していく

　ことが今まで以上に重要となってきています。

}  プロジェクト実習の背景となっている茨城大学就業力育成支援事業・

　根力育成プログラムでは、「根力（ねぢから）」という能力を掲げている

→根力＝社会人基礎力をコアとし、独自の要素を加えた能力	

2	

根力を させる

他大学の活動を知る

今後に生かせる学びを得る

3	

}  2015年12月6日（日） 拓殖大学 文京キャンパス Ｃ館２０１・３０１ 

}  社会人基礎力育成事業の一環として、全国の大学における
　「社会人基礎力」の育成事例とその成果を学生チームが発表する場。

}  全国６地区で予選大会を実施し、各予選大会を勝ち抜いた地区代表が
　決勝大会に進出。決勝大会で、最も成長が著しいと評価されたチームに
　「社会人基礎力大賞（経済産業大臣賞）」が授与 

}  2007年度に全国７大学でスタートし、2012年度以降は100チーム以上が 
　参加する大規模なイベント

}  近年企業からの注目も高まっている
4	

埼玉女子短期大学 
　    （国際コミュニケーション学科）  

城西大学（経営学部）  
千葉経済大学（経済学部） 	

創価大学（経済学部） 
明星大学（明星教育センター） 
大東文化大学（国際関係学部） 	

東洋学園大学（現代経営学部） 	

拓殖大学（政経学部） 	

5	

  芝浦工業大学（工学部共通学群） 	
  信州大学	

  　（サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー） 	
  諏訪東京理科大学（経営情報学部）	
  多摩大学（経営情報学部） 	
  創価大学（経営学部） 	
  拓殖大学（国際学部） 	
  東洋大学（社会学部） 	
  明海大学（経済学部） 	
  目白大学（人間学部）	

15校17チーム 

• 発表内容　

幸せおすそわけプロジェクト～Mo$ainaiを行動に食品ロス削減を目指して～	
世界の食の不均衡に焦点を当てたプロジェクト。	
〈問題解決策〉	

①ドギーパック（食べ残しを持ち帰る容器）にケニアの子供達の絵を用いた独　
自のドギーバック「おすそわけBOX」を作成。	
②日本の食品ロス削減とケニアの食料事情改善を両立する事業を開始。	
〈成果〉	

①ホテル、飲食店、行政、NGO等の調査や営業を実施し都内ホテルでの「お
すそわけBOX」の導入が決定。	
②ケニアの子供達への１０００食分の給食提供を実現。	

6	
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〈感想〉	

}  プレゼンの仕方が上手だった

　→声の抑揚の付け方

　→聞き手に語りかけるような発表

}  スライドは図を対比させたりと見やすい工夫がされていた

}  卒業後もプロジェクトに関わろうという意志があった

	 7	

}  ジェスチャーを交えての発表

}  笑いを交えたユーモアがある発表

}  最後に改めて簡潔にまとめて提示してきた点

}  仮説や予想を立てていた点

}  実物の成果（商品など）を示していた点

}  意識改革をメンバー全員で行い高い意識でプロジェクトを実行していた点

}  相手側の変化にも注目していた	

8	

}  PPTの展開が早くなにが書いてあるか分からない点 

}  PPTは図や色が多すぎても少なすぎても見ずらい 

}  発表時間内に終わらないこと

}  発表の時、下やPPTの方ばかりを見てたこと 

}  なぜプロジェクトをやっているのか、目的が感じられない所があった

}  目的を遂行するという意志が感じられない所があった

9	

}  発表者同士が会話しているような形で発表が進められていたところ

}  部屋の電気を消し、写真を映すことによって、より幻想的で印象に残った

}  発表者の衣装がスーツだけではなくその内容に合わせた衣装だったこと

}  時折ジョークを交えていたこと

}  LINE風に事実経過をしていたこと 

10	

11	

}  正しいフィードバックを得て今後に活かすべき 
}  一歩踏み出してやってみる 
}  困難をどう乗り越えるかが社会人基礎力を上げるのでは 
}  常に何のためのプロジェクトか、どういう意義でやっているのかを考える

}  発表者・・・・・・・・・・・「明るく前を向いて、はっきりゆっくりと話す」、

　　　　　　　　　　　　　　アイコンタクト、声の抑揚

}  ＰＰＴ・・・・・・・・・・・・・色を使いすぎない、文字の大小を使い分ける

}  発表をよりよく　　　　楽しんで聞いてもらうには・・・？

するための工夫　　　　印象的なものにするには・・・？

}  メンバー内で　　　　　役割分担、スケジュール管理、情報の共有の徹底、

　大切なこと　　　　　　　後輩への引き継ぎ、メンバーを信頼して頼る

・・・・・	

・・・・・	

12	

ご清聴ありがとうございました	
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1�

お話の流れ・・・努力目標
Ⅰ：趣旨説明

Ⅱ：登壇者紹介 

Ⅲ：本題 
　１：今次組織改革とPBL授業、その中でのプロジェクト実習 
　２：PBL授業の特質と、教員の基本スタンス
　　　(1)PBL授業としてのプロジェクト実習 
　　　(2)千差万別な「対象」 
　３：モチベーションの明確化	
　４：プロジェクト提案はざっくり？具体的に？ 
　５：プロジェクトの完成度か・学生の学びか 
　　　(1)完成度VS学び 
　　　(2)自問自答を可能にするための授業改善	
　６：具体的な授業改善に向けて 
　　　(1)そもそも学生の目にはどう見えていたのか 
　　　(2)具体的な授業改善に向けて（＝まとめ）

授業の質保証

二つの局面�

１．授業の設計と運用 

２．リフレクションと 
　　成績評価 

2�

１への対策�

これが必要！(1) 履修目的の明確化 
・自己の現状分析：｢根力構成要素ルーブリック｣記入 
　　　　　　　　　マインドマップ作成＆学生間意見交換 
・取組対象の研究：ＰＪ提案者との直接面談(質問票作成) 

・選択理由成文化：取組希望ＰＪとその理由 
・履修目的明確化：｢個人の達成目標ルーブリック｣作成 

これが必要！(2) 課題発見技法の実践学習 
・役割の自覚　　：事例シナリオ学習 
・課題発見技法(1)：ブレインストーミングとＫＪ法ＡＬ 

・課題発見技法(2)：ＢＳとＫＪでチーム活動構想立案 

　→2015年度プロジェクト実習冒頭に組み込み 
3�

主な追加教材 
－お手元の資料をご覧下さい－�

１．根力の構成要素ルーブリック 
２．マインドマップ解説書 
３．個人の達成目標ルーブリック 
４．事例シナリオ雛形と 

教員用手控え 
５．BS(ブレインストーミング)と 
　　KJ法解説 4�

中断したアイテム 
－お手元の資料をご覧下さい－�

１．朝日新聞講座(原因は主に日程) 
出張講座→活動紹介文作成→ 
朝日新聞講師による添削→ 
ポスターセッション 

２．PROGテスト(原因は主に予算) 
｢コンピテンシーを測る｣テスト 
データは継続的に蓄積されてこそ 
将来の財産になるのだが… 

5�来年度以降の復活はなるか？ 

2015 
プロジェクト実習の大まかな流れ�

4月～6月前半： 
ガイダンス→根力Ｒ→前年度代表チームによる活動紹介→マイ
ンドマップ→プロジェクト提案→直接面談→希望理由書→目標
Ｒ→チーム結成→事例シナリオ→ＢＳとＫＪ法のＡＬ→チーム
別活動(BSとKJ法で構想立案)→構想発表会 

6月後半～前期末： 
　　チーム別活動→中間報告会 

夏期休暇～後期初頭： 
　　チーム別活動→中間報告会 

11月ごろ（チームにより変動あり。概して学園祭時期） 
　　チーム別活動→ピークとなる活動・催事 

11月後半～12月前半： 
　　チーム別活動･先進地実地研修→活動報告会(約50日繰り上げ)
12月後半～年度末： 
　　リフレクション→報告書作成�

追加アイテムも 
適宜差し替え 

6�
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プロジェクト実習 
2015年度の構成�

7�

プロジェクト実習

A
プロジェクト実習

B
プロジェクト実習

C
プロジェクト実習

D

段階
対象
学年

根⼒強化
プログラム ２-４年

プロジェクト
実習A

スタッフ編

プロジェクト
実習B

スタッフ編

プロジェクト
実習C

スタッフ編

プロジェクト
実習D

スタッフ編

３-４年
プロジェクト
実習A

リーダー編

プロジェクト
実習B

リーダー編

プロジェクト
実習C

リーダー編

プロジェクト
実習D

リーダー編

４年
プロジェクト
実習A

メンター編

プロジェクト
実習B

メンター編

プロジェクト
実習C

メンター編

プロジェクト
実習D

メンター編

根⼒実践
プログラム

授業科目名

テーマ
PBL型

インターンシップ
国際交流
異⽂化理解

地域連携
地域貢献総 合

＊2015年度はプロジェクト実習Ａ相当のチームは無し�

COC事業 
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/coc/1354716.htm�

8�

Center Of Community 
＊大学等が自治体と連携し、全学的に地域を志向した教育･
研究･地域貢献を進める大学を支援すること�

＊課題解決に資する様々な人材や情報･技術が集まる、地域
コミュニティの中核的存在としての大学の機能強化を図る
ことを目的とする（文部科学省HP）�

�

＊茨城大学の連携先自治体･企業等�
　茨城県、水戸市、日立市、阿見町、高萩市、常陸太田市 
　常陸大宮市、東海村、大洗町、茨城町�
　（株）常陽銀行、(株)筑波銀行、 (株)ひたちなかテクノセ
ンター、(公財)日立地区産業支援センター、茨城産業会議�

�

連携先を起点に 
広く地域の方々と交流しながら事業を推進�

様々なアクティブ・ラーニング	
一例として	

9

手　　法 概　　　要

Problem 	Based
	Learning

Project	Based
	Learning

Problem　Based　Learning		とは、問題解決を主目的として、学習者主体で実践されるグループ学習である。

Project　Based　	Learning		とは、具体的な学修課題をたてて、一人ないしチームでプロジェクトを遂行しながら行

う学習である。いずれも学生が自主的に学修することが求められる。

クリッカーを用いた
レスポンス

教員の質問に対し、学生がクリッカー（情報送信機）のボタンを押して答える形態である。レスポンスシステムとも呼

ばれる。その結果が瞬時に集計され、スクリーンに表示される。学生は自らの意見の正誤や他の学生の意見を即時に知

ることができる。意思表示を手軽に行えるので、授業への参加意欲が促される。

調査研究
教員が提示したテーマや課題に対して、図書館等で参考図書、新聞・雑誌、統計資料を調べたり、DVD映像やインター

ネットのメディアを活用して情報収集を行い、結果をまとめ、発表する学習方法である。

フィールド・ワーク 教員が提示したテーマや課題に対して、実地調査・研究等を行う学習方法である。

実　　験
理論や仮説を様々な条件の下で検証する学習方法である。学生が知識を活かして実際に行動することによって理解を深

めると同時に、結果を整理してまとめる力を身につけることが期待される。

教養教育で準備できる範囲の部屋や器具類で実施計画を立

てること。実験を通して主題に対する探究を深めていくこ

とが大切である。実験自体は主体的な活動ではあるが、実

験の事前教育、実験過程での学習者の主体的・能動的な取

り組みへの指導が必要である。

実　　習
講義などで学んだ技術や方法などを実際の場面で展開することで、理論と実践の関係を深める学習の方法である。学生

が実践的な力量をつけるとともに、実践を理論的に省察すること、そのことでさらに実践力や課題への取り組みの姿勢

の向上が期待される。

実　　技 技術や演技などが直接的な学習であるような授業方法。

ロール・プレイング
シミュレーション

現実に起こる場面を想定して、参加者がそれぞれに与えられた役割を演じ（ロールプレイ）、疑似体験（シミュレー

ト）する学習法である。技術・技能の修得や、現実的なケースにおける多面的な見方、態度・姿勢の涵養、他人の立場

への理解などを促進する際に効果的である。

ペア・グループ
ワーク

教員から与えられた課題に対して、ペアもしくは小グループ（3人から6人程度が一般的）で相互協力を行いながら学修

を進めていく協同学習のことである。グループ構成員が相互協力して共同作業をする。

ディベート
課題討議法の一種で、ある公的なテーマについて肯定側と否定側の立場から、立論・反論といった論戦を通じて､第3者

を客観的な証拠に基づいて説得するコミュニケーション形態である。ディベートを通して、自分の意見や問題意識を

持ったり、論理的な考え方ができるようになるといった効果が期待される。

ディスカッション
グループでの討議・話し合い。学生同士の相互の意見交換を通して、各人の持つ知識・経験などが共有され、討議課題

への理解が深まることが期待される。自由討議法は、内容も役割も自由に議論することになる。

プレゼンテーション
指示されたテーマや課題について、グループもしくは単独で調査・学習を行い、聴衆の前で発表する形態。発表形式

は、パワーポイントなどの情報機器を活用したものや、ポスターセッションなど様々である。発表後は、他の受講生や

教員からの質疑に応答する。

輪読学習
書物を数人が順番に読んで解釈し、問題点について論じ合う学習方法である。一般的には、書物をいくつかの部分に分

け、それぞれ担当者に割り当て、担当者はその部分の論点をまとめ、授業で発表する。それを受けて、分からなかった

部分や疑問点などについて、各自の見解を論じ合う。

双方向型問題演習

双方向型執筆演習

振り返り
授業の途中や終了時に、理解したことや分からなかったこと等について確認を行い、理解の促進を図る学習方法であ

る。確認の方法としては､振り返りシート等の記入､確認テスト（小テスト）、ペア・グループワークによる意見の共有

などがある。

体験型学習
教員による講義等を中心とする授業形態ではなく、学外機関・企業等における体験学習を中心とする、インターンシッ

プ、サービス・ラーニング、ボランティア活動などが挙げられる。

教員は学生の全体的な反応を確認しながら授業を進めることができる。しかし、クリッカーはアクティブ・ラーニング

化を支援するシステムなので､他の手法と組み合わせるなど､主体的な学修を促進するような授業設計をする工夫が必要

となる。

学生は､講義を聞いただけ､体験しただけでは､次の機会に学修内容を応用できない可能性があり､学修内容や自らの言動

を振り返る機会を設けることが有効であるという考え方に基づく。振り返りを促すための支援方法が重要であり､単に振

り返るだけでなく､その後の主体的（能動的）学修へつなげることが重要である。

学外における体験活動等を完結するだけではアクティブ・ラーニングとはならない。事前準備・指導、体験活動・事後

指導・展開等を通して主体的な学修に要する総学修時間の確保が不可欠である。活動期間中における受入先の評価と併

せて、事前事後の取組状況を加味して評価を行うことが重要である。また、成績評価方法の明確化が必要である。

ロールプレイやシミュレーションを取り入れるためには、その事柄に対する知識・理解が必要。教員による適切な場面

の設定と、役割分担を話し合い等を通して決めるなど、学生相互の関わりも重要になる。

「ペア・グループワーク」や「プレゼンテーション」等と組み合わせて実施することが想定される。学生が主体となり

課題を解決する方法を考え、計画を立てて学修を進めるという、初年次の学生にとっては比較的高度な学修法ともいえ

るので、課題レベル設定や適切な学修支援(チューターによる補助など)に配慮が必要である。ポートフォリオの利用も

考えられる。

多数の受講者を一括した討議は一般的とは言えない。討議の成果が可能な授業設計が必要である。小グループで交代し

ながら討議を繰り返す場合には、それ以外の学生が果たす役割を明確にしておく必要がある。成績評価方法についても

明確にし、予め受講生に示しておくことも重要である。また、テーマの難易度が高すぎる場合にはうまく機能しないこ

ともあるため、教員は進行をよく観察し、時には介入することも必要である。学生同士で議論させる機会を作るだけで

はなく、議論を行うための知識や経験を持たせた上でお互いの考えを深めたり、議論の結果としてテーマに関する学修

を深める意欲につながったりするように、授業を設計する必要がある｡

プレゼンテーションの回数と成績評価方法を予め明確にしておく必要がある。プレゼンテーションをする学生と聞く学

生の学修課題の明確化、評価基準の明確化が必要である。プレゼンテーションを聞くことが、学び合いにつながるよう

に、質疑応答の時間を十分に確保すること、プレゼンテーション後に各学生が何を学んだかをふり返る機会も設けるこ

となども考慮することが重要である。

実習・実技は必ずしも、単純にアクティブ・ラーニングと

はならない。講義等での学修内容・知識と、実習・実技で

身につける知識・技能とが有機的に結びつく必要がある。

作業手順の明確化､課題解決への探究方法や手がかりをどのように準備するかが重要になる。円滑なペアワークやグルー

プワークを行うために、協同学習の考えを取り入れながら授業の準備や設計を行うことが望まれる。学習者が明確な役

割を持って学修を進められるような課題の設定をし、また互恵的な協力関係を生み出せるよう人間関係に配慮すること

が必要である。グループワークは必ず授業時間内に終了することが必要である。

単にレポートを課すだけでは、アクティブ・ラーニングとはいえない。学生によるプレゼンテーションへつなげたり、

フィードバックを行ったりして、調査情報の質を高めたり、調査の成果を用いながら、学生がさらに学修を深めていく

工夫が重要となる。

学修課題をフィールド・ワークに取り組み、学習者が実地での活動を行い、学修課題についての理解を深めることが必

要である。

特に自然科学系分野では､設定された課題について､学生が

（協力して）自らの活動を通じて解決したり､講義で学んだ

原理や現象を､学生自身が追体験して確認する要素が含まれ

ていることが重要である。したがって､単に､計測器の取扱

い方等について学ぶような実験・実習はアクティブ・ラー

ニングとはならない。

与えられた課題やテーマについて、学生が答案やレポート・小論文を作成し、それを教員が添削・採点してフィード

バックしたものを、再度学生が確認し理解を深める学習方法である。教員とコミュニケーションをとることにより、学

修意欲を引き出すねらいもある。学生は自らの理解度を確認し、新たな気づきや課題を見いだすことが期待される。

単純に学生に書物の部分を割り振り、発表させるのではなく、教員の側では論じ合う問題点や解釈を適宜チャネリング

することも必要である。輪読する書物の選択は十分な考慮を必要とする。受講者数を考えた授業設計が必要であり，例

えば50名の受講者なら、発表者が5名で、10回で全員が担当する場合には、各回で残りの45名が何をするのかを、全員の

学習機会の保証という視点で考えておく必要がある。またそれに伴った成績評価方法も必要である。

学生の能動的な学修を引き出すところにねらいがある。出題した課題の解答例や解説を示すとともに、双方向型演習と

してのフィードバックが不可欠となる。

アクティブ・ラーニング科目を構成する際の留意事項

ＰＢＬ授業の特色と 
担当教員のスタンス�

１．Project Based Learning (課題解決学習) 
アクティブラーニング(能動的学習)の一種 
学生がプロジェクトに取り組むことを通じて
自発的に学ぶ 

 

２．担当教員のスタンス 
　｢学習環境提供者｣｢相談相手｣＝勘所は｢我慢｣ 
　 ｢わかっちゃいるけどやめられない｣との戦い・葛藤�

　　→｢教育の場では許されること｣と 
　　　｢社会では許されないこと｣との見極め（匙加減）�

�
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